
　４月５日㈭栄小学校の入学式が行なわれ、８名
の新一年生が入学しました。新入生は少し緊張し
た面持ちで入場し、「入学おめでとうございます」
という声かけには、大きな声で「ありがとうござ
います」と、元気いっぱいの声が体育館に響き渡
りました。式終了後、しっかりと前を見つめ堂々
と退場する頼もしい新一年生でした。

～栄小学校　入学式～ 主な内容
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平成30年度当初予算の概要

会計別当初予算額

一般会計当初予算内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

会　　　　計　　　　名 平成30年度予算 対前年度比増減 一般会計からの繰入金 対前年度比増減
一　　般　　会　　計 3,710,000 150,000 － －

特

別

会

計

国民健康保険（事業勘定） 219,069 △ 55,569 10,925 △ 12,962
国民健康保険（施設勘定） 124,133 △ 15,197 37,335 4,404
秋 山 診 療 所 4,962 △ 1,500 0 0
後 期 高 齢 者 医 療 31,730 1,493 16,087 954
介 護 保 険 396,738 △ 7,302 88,702 3,969
簡 易 水 道 152,729 △ 20,486 49,249 △ 23,761
生 活 排 水 処 理 79,639 1,387 15,353 1,599
農 業 集 落 排 水 14,859 △ 986 7,935 △ 995
ス キ ー 場 141,229 35,837 68,821 5,868
ケ ー ブ ル テ レ ビ 80,339 57,931 4,002 △ 4,861
　 小　　　 計　　 1,245,427 △ 4,392 298,409 △ 25,785

　 合 　 　 計 　 4,955,427 145,608 298,409 △ 25,785

議会費
43,418
１%

総務費
828,446
22%

民生費
482,225
13%

衛生費
203,201
６%

労働費
13,353
０%

農林水産業費
476,687
13%

商工費
320,705
９%

土木費
582,033
16%

消防費
164,134　４%

教育費
282,131　８%

災害復旧費
10,562　０%

公債費
298,105　８%

予備費
5,000　０%

分担金負担金・使用料等
46,926　１%

繰越金
12,000　０%

繰入金
794,355
21%

諸収入等
179,129
５%

地方譲与税等
97,250　3%

地方交付税
1,562,500　42%

国県支出金
410,889　
11%

村債
427,500
12%

村税
179,451
５%

合計
3,710,000

合計
3,710,000

歳　　出 歳　　入

　３月定例議会において、平成30年度当初予算案が可決されました。一般会計の予算規模は37億
1,000万円で、前年度比4.2％（１億5,000万円）の増となりました。
　また、特別会計（10会計）の予算規模は12億4,542万７千円で、前年度比0.4％（439万２千円）
の減となっています。
　以下当初予算の概要についてご紹介します。
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主 要 事 業　30年度当初予算に盛り込まれた主な事業について、ご紹介します。（◎は新規事業）

産業の振興
【農林畜産業】
○集落営農組織育成事業（7,000千円）
　集落営農組織の法人化への支援、農作業機械施設の導入
支援をします。
○ふるさと納税推進事業（118,632千円）
　農業支援目的寄付者に対し、寄付金額に応じて栄村米コシ
ヒカリ（特Ａ米）を贈ることで、米農家の生産意欲の向上及
び米の品質向上を図るとともに、栄村米のＰＲにつなげる。
◎特産品開発事業（5,576千円）
　栄村農産物を使用した加工食品の開発を行い、農業振興
と新たな地域商品をお土産や食堂で味わえるようにし、
地域の活性化につなげる。

【労　働】
○企業支援事業・新規雇用奨励事業（12,080千円）
　村内での新規事業者等への補助及び村内企業での新規村
民雇用に対し補助します。

交通体系の整備
【村　道】
○村道改良事業（250,145千円）　
　村道の舗装、天代坪野線橋梁架替、箕作泉平線道路改良
工事、調査・設計等を実施します。　

【公共交通】
○デマンド交通運行業務委託（23,132千円）
　枝線対策、他の交通機関との接続調整を図り、利用しや
すく効率的な地域住民の交通確保を図ります。
○路線バス運行委託事業（7,698千円）
　秋山及び越後湯沢～森宮野原駅急行バスの円滑な運行と
交通確保を図ります。

【冬期間の交通確保】
○村道除雪作業（128,505千円）
○スノーステーション整備事業（66,892千円）
　箕作にスノーステーションの建設工事を行います。

生活環境の整備
【生活支援】
◎人工透析通院支援事業（4,386千円）
　人口透析患者の自家用車等での通院支援及び通院困難者
への送迎支援をします。

【住宅対策】
◎克雪住宅普及促進事業（2,400千円）
　雪下ろしの負担軽減、作業中の事故防止のため、村内住
宅の克雪化を行う者に対し補助金を交付します。
○若者定住マイホーム支援事業（3,000千円）
　若者のＩターン、Ｕターンを促進し、住宅確保を支援す
るため、村内に居住のための住宅を建設又は購入する経
費等に対し補助します。（新築200万円　中古購入100万
円以内）

【消防・防災】
◎防災マニュアル作成事業（4,772千円）
　洪水ハザードマップ、災害応急マニュアルを作成します。

【上下水道】
○浄化槽市町村整備推進事業（39,123千円）
　水環境の保全対策として浄化槽の設置を実施します　
（10基予定）。
○生活基盤近代化事業（71,150千円）
　青倉地区配水池の築造を行います。

保健・医療・福祉の確保
【医療の確保】
○診療所の運営（129,095千円）
　栄村診療所・歯科診療所・秋山診療所を開設し、身近な
場所で医療が受けられるよう外来診療や訪問診療で対応
します。

【疾病予防】
○予防接種事業（4,197千円）
　小児肺炎球菌・ヒブなど予防接種法に基づく定期接種の
ほか、任意接種のインフルエンザ（中学生以下の子ども）
について村が助成します。

【福　祉】
○福祉医療給付事業（14,923千円）
　老人（68歳、69歳）、障がい者、子ども（0歳から18歳）、
母子家庭の母子及び父子家庭の父子を対象に、医療費の
一部を助成します。

高齢者対策
○老人長期入院見舞金支給事業（900千円）
　70歳以上の高齢者が20日以上の入院をした場合、1日500
円の見舞金を支給します。

◎高齢者総合福祉センター改修・修繕事業（6,200千円）
　特殊浴槽改修・屋根排水等修繕工事を行います。
○雪害救助・道踏み支援事業（34,701千円）
　高齢者が冬期の生活を安心に過ごせるよう、対象世帯に
救助員・支援員を派遣し、除雪・道踏み作業を行います。

地域文化と教育の振興
◎図書館司書配置（2,166千円）
　栄小学校に司書を配置し、読書推進活動の充実を図ります。
◎学校施設環境改善・躯体・劣化調査事業（77,082千円）
　栄小学校のトイレ改修・空調設備工事及び、栄小・中・
東部社会体育館の躯体・劣化調査します。

◎遺跡詳細分布調査（1,339千円）
　村内で初めてとなる遺跡分布調査を実施し、試掘、表面
採種、エリア推定などの調査を行い、報告書と地図の作
成をします。

集落機能の充実
○集落支援交付金（7,900千円）
　各集落や公民館の独自活動を支援します。
○地域おこし協力隊員事業（26,594千円）
　協力隊員を配置し、住民と一緒に地域の活性化事業を進
めます。
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栄 村 診 療 所 の新しい医師をご紹介します

私が居る限り、栄村のお役に立てるよう挑戦していきたいと思い
ますので、よろしくお願いします。

村民の皆さんに一言

　この４月より、栄村診療所に着任していただいた佐々木医師をご紹介します。
　佐々木医師は平成21年から３年間栄村診療所でお勤めいただき、あの北部地震の際
には、昼夜を問わず村民の健康維持のためご尽力いただきました。

出身：飯山市
　早く環境に慣れ、貢献出来る
よう、努めて参ります。よろし
くお願いします。

出身：白鳥
　笑顔で一生懸命がんばります。
見かけたら声を掛けてくださ
い。よろしくお願いします。

出身：千曲市
　皆さまのお役に立てるように
がんばります。よろしくお願い
します。

４月より、栄村役場で働いていただく役場職員を紹介します。
みなさんよろしくお願いします。

平成30年度 栄村役場 新規採用職員の紹介

総
務
課

　行
政
係

　髙た
か 

橋は
し 

　純
じ
ゅ
ん

産
業
建
設
課

　産
業
振
興
係

　岡お
か 

　一か
ず 

太た

住
民
福
祉
課

　保
育
園

　宮み
や

　尾お

　紀の
り

　子こ

　～佐々木医師からひとこと～

　栄村に迫り来る無医村化の波と村勢の窮状を
知り、「微力ながら何とかせねば」という気持
ちから、４月より栄村診療所への着任を決意し
ました。素より加齢に伴う知・気力の衰えは否
めませんが、山間の小診療所に「何でも診

み

る科」
の看板を掲げ、村民の皆さまと一日一日を過ご
し、栄村診療所でもう一度自分の夢を追いかけ
て、診療所を光らせたいと思っています。

栄村国保栄村診療所長

佐
さ

々
さ

木
き

 公
こう

一
いち

 （77歳/新潟県出身）

内科・外科
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４
月
19
日
㈭
栄
村
の
北
信
保
育
園
と

津
南
町
の
上
郷
保
育
園
の
園
児
た
ち
に

よ
る
幼
年
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
園
児
全
員
が
法
被
を
身
に

ま
と
い
、森
商
店
街
を
「
火
の
用
心
！
」

と
大
き
な
か
け
声
で
注
意
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
、
空
気
が
乾
燥
し
て
、
火

災
の
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
す
の
で

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６

日
㈮
か
ら
４
月
15
日
㈰
ま
で
の
10
日
間

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
栄
村
交
通
安
全
協
会

で
は
、
４
月
６
日
㈮
国
道
1
1
7
号
宮

野
原
橋
付
近
に
お
い
て
交
通
指
導
所
を

開
設
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
へ
安
全

運
転
の
呼
び
か
け
と
サ
ル
ボ
ボ
の
配
布

を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
の
交
通
死
亡
事
故
は
79

件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
30
件
が

歩
行
者
（
被
害
）
事
故
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
の
中
で
、
少
し
で

も
歩
行
者
事
故
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、

　
長
野
県
で
は
、
無
料
の
交
通
事
故
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
よ
り
生
じ
た
様
々
な
問

題
や
悩
み
、疑
問
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、

専
門
の
相
談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
や
説
明

を
行
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
や
個
人
情
報
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
交
通
事
故
相
談
所

　
長
野
相
談
所

　
県
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
庁
舎
内

　
☎
０
２
６
―

２
３
５
―

７
１
７
５

◇
巡
回
相
談
（
予
約
制
）

　
巡
回
相
談
を
設
け
、予
約
制
に
よ
り
、

他
地
域
の
北
信
合
同
庁
舎
で
も
相
談
員

が
面
接
相
談
を
行
い
ま
す
。

◇
相
談
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
月
曜
〜
金
曜

※
祝
休
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日

〜
1
月
3
日
）
は
除
き
ま
す
。

◇
相
談
方
法

　
面
接
相
談
・
電
話
相
談

※
相
談
は
何
回
で
も
可
能
で
す
。

　
被
害
者
の
方
も
加
害
者
の
方
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
５
月
12
日
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
育
児
・
介
護
・
障
が
い
・
貧

困
等
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
行
政

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
窓
口
と
な

り
、
地
域
全
体
で
そ
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
日
頃
、
か
か
え
て
い
る
悩
み
ご
と
や

困
り
ご
と
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お

近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
住
民
福
祉
課
　
生
活
福
祉
係

　
☎
０
２
８
９
―

８
７
―

３
１
１
４

火
の
用
心
！

〜
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と
〜

交
通
事
故
ゼ
ロ
の

村
を
目
指
し
て

県
の
交
通
事
故
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・

　児
童
委
員
の
日
で
す

北
信
保
育
園
、
栄
小
学
校
、
栄
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
交
通
安
全

物
品
と
し
て
、
反
射
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や

手
持
ち
ラ
イ
ト
等
を
寄
付
し
、
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
５
月
19
日
㈯
13
時
30
分
か
ら
役
場
か

た
く
り
ホ
ー
ル
に
お
い
て
栄
村
交
通
安

全
協
会
総
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲大きな声で「火の用心！」

▲南雲会長（左）から安協物品が
栄小学校に寄附した様子。
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野
生
鳥
獣
被
害
の

報
告
の
お
願
い

村
民
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
し
た

栄
村
農
産
物
生
産
振
興
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
振

興
作
物
の
作
付
け
を
重
点
的
に
支
援
す

る
た
め
、
村
内
に
居
住
す
る
生
産
者
が

取
り
組
む
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対

し
、
左
記
の
と
お
り
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
、
対
象
作
物
を
新
植
ま
た

は
改
植
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

種
苗
費
・
資
材
費
の
領
収
書
等
を
保
管

し
、
作
付
け
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
補
助

金
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

　

村
で
は
野
生
鳥
獣
と
の
緊
張
感
の
あ

る
棲
み
分
け
を
実
現
す
る
た
め
に
、
村

内
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
の

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
全
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
村
民
の
皆
様
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林

業
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
問
合
せ

先
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

　

３
月
に
実
施
し
た
料
理
教
室
で
は
、

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
20
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
賑
や
か
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

雄
川
閣　

板
長
の
島
田
さ
ん
を
迎

え
、【
少
し
の
工
夫
で
普
段
の
食
事
を

も
っ
と
お
い
し
く
健
康
的
に
】
を
テ
ー

マ
に
、「
巻
き
ず
し
を
い
つ
も
と
違
っ

た
巻
き
方
で
」「
煮
豚
を
か
ん
た
ん
に

調
味
す
る
方
法
」「
和
え
物
で
美
味
し

く
野
菜
を
摂
る
方
法
」
な
ど
を
ご
指
南

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

30
～
70
歳
代
の
幅
広
い
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、「
久
し
ぶ
り
会
っ
た
人
や

色
々
な
人
と
気
遣
い
な
く
料
理
が
出
来

て
、良
い
会
だ
っ
た
。楽
し
い
教
室
で
し

た
」
と
、ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
ん
で
健
康
に
な

れ
る
料
理
教
室
な
ど
を
企
画
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
開
催
の
要
望
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
健
康
支
援
課
ま

で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

次
回
開
催
時
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

対象品目 対 象 経 費 補　助　率

アスパラガス

当該年における５ａ以上の新
植及び改植に要する種苗費

1/2以内ただし、10ａ当たり
40,000円を限度とする。

当該年における３ａ以上の雨
除け栽培に要する資材費

1/4以内ただし、１ａ当たり
20,000円を限度とする。

き ゅ う り

当該年における３ａ以上の新
植に要する資材費

1/4以内ただし、10ａ当たり
90,000円を限度とする。

当該年における３ａ以上の新
植に要する種苗費

1/4以内ただし、10ａ当たり
30,000円を限度とする。

ズ ッ キ ー ニ
当該年における３ａ以上の新
植に要する種苗費

1/3以内ただし、10ａ当たり
5,000円を限度とする。

ピ ー マ ン

当該年における１ａ以上の新
植に要する種苗費

1/4以内ただし、10ａ当たり
30,000円を限度とする。

冬至用カボチャ
1/3以内ただし、10ａ当たり
7,000円を限度とする。

リ ン ド ウ
1/5以内ただし、80,000円を
限度とする。

シ ャ ク ヤ ク
1/5以内ただし、60,000円を
限度とする。

オ ミ ナ エ シ
1/5以内ただし、30,000円を
限度とする。
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中
国
蘇
州
を
訪
問

雪
山
貯
蔵
実
験

始
め
ま
し
た
！

火
焔
型
土
器
と
縄
文
土
器
、石

器
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

今
年
の
２
月
、
雪
が
降
ら
な
い
中
国

蘇
州
市
か
ら
22
名
の
小
学
生
親
子
と
先

生
ら
が
、
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
を

訪
問
し
、ス
キ
ー
体
験
等
を
し
ま
し
た
。

（
広
報
さ
か
え
３
月
号
で
既
報
）

　

今
回
、
そ
の
蘇
州
市
で
以
前
栄
村
で

も
公
開
さ
れ
た
筆
墨
作
品
に
よ
る
「
酒

の
書
と
酒
文
化
展
」
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
森
川
村
長
ほ
か
３
名
の
使

節
団
で
表
敬
訪
問
し
、
関
係
者
と
交
流

を
行
い
ま
し
た
。
展
覧
会
場
の
蘇
州
美

術
館
で
は
、
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
親
子
ら
が
森
川
村
長
を
熱
烈
歓
迎
で

迎
え
入
れ
、
気
さ
く
に
話
し
か
け
る
村

長
を
囲
み
、再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

蘇
州
市
は
人
口
一
千
万
人
を
超
え
る
大

都
市
で
す
が
、
市
内
の
中
学
校
で
も
ぜ

ひ
日
本
の
自
然
豊
か
な
栄
村
を
訪
れ
た

い
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
蘇
州
大
学
で
は
日
本
語
を
学

ぶ
学
生
に
栄
村
を
紹
介
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
国
際
的
な
文

化
や
観
光
面
で
の
交
流
が
進
ん
で
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

特
命
対
策
課
で
は
、
雪
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
従
来
か

ら
厄
介
者
で
あ
っ
た
「
雪
」
を
、
地
域

に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
前
向
き
に
捉
え
、
地
球
に
優
し
い
、

雪
国
な
ら
で
は
の
発
想
で
持
続
可
能
な

む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
、
雪
山
貯
蔵
実

験
を
開
始
し
ま
し
た
。
場
所
は
、
森
地

区
の
谷
地
籍
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

天
然
素
材
で
あ
る
村
内
産
の
木
材
チ

ッ
プ
を
断
熱
材
と
し
て
被
覆
し
た
雪
山

を
造
成
し
、「
雪
を
い
つ
ま
で
保
存
で

き
る
の
か
？
」「
雪
の
融
解
傾
向
は
？
」

な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　

大
量
に
雪
が
保
存
可
能
と
な
れ
ば
、

毎
年
タ
ダ
で
降
っ
て
く
る
雪
を
冷
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
夏
ま
で
保
存
可
能
と

な
っ
た
場
合

に
は
、
野
菜

や
穀
類
等
の

貯
蔵
や
熟

成
、
施
設
の

冷
房
の
た
め

の
冷
熱
供
給

試
験
等
も
予

定
し
て
い
ま

す
。
雪
を
有

▲木材チップで被覆した雪山

▲蘇州美術館で子どもたちと記念撮影 ▲蘇州大学での講話

効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
の
発
展
の
可

能
性
を
探
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

特
命
対
策
課

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
１

　

長
瀬
新
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
原
向

の
故
石
澤
巌
氏
所
有
の
火
焔
型
土
器
１

点
と
、
縄
文
時
代
の
土
器
類
約
６
５
０

点
、
石
器
類
35
点
を
教
育
委
員
会
に
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
縄
文
土
器
等
は
千
曲
川

流
域
に
広
が
っ
て
い
た
火
焔
型
土
器
を

製
作
す
る
縄
文
文
化
を
よ
り
詳
し
く
知

る
た
め
の
資
料
と
し
て
大
変
貴
重
な
も

の
で
す
。

　

今
後
は
村
の
財
産
と
し
て
大
切
に
保

管
し
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

現
在
、
火
焔
型

土
器
は
復
元
さ
れ

て
展
示
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
公
民
館
「
こ
ら
っ
せ
」

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

２
１
０
０
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交
通
遺
児
育
英
会

奨
学
金
制
度
の
ご
案
内

看
護
職
の
復
職
を

お
手
伝
い
し
ま
す

長
野
県
技
術
専
門
校

平
成
31
年
度
訓
練
生
募
集

第
39
回 

青
少
年
国
際

交
流
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

　

保
護
者
等
が
道
路
に
お
け
る
交
通
事

故
で
の
死
亡
や
、
重
い
後
遺
障
害
で
働

け
な
い
た
め
、
経
済
的
理
由
で
修
学
が

困
難
な
高
等
学
校
以
上
の
生
徒
・
学
生

に
奨
学
金
を
貸
与
し
て
、
教
育
の
機
会

均
等
を
図
り
、
社
会
有
用
の
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◇
概
要

１
．
保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
・
重

度
後
遺
障
害
と
な
っ
た
家
庭
の
子

ど
も
が
対
象

２
．
高
校
生
以
上
の
生
徒
・
学
生
に
貸

与

3
．
奨
学
金
は
無
利
息

４
．
奨
学
金　

月
額
2
万
円
～
10
万
円

５
．
入
学
一
時
金
貸
与
制
度　

20
万
円

～
80
万
円
（
1
年
次
1
回
限
り
）

６
．
返
還
は
最
長
20
年

７
．
入
学
前
の
予
約
申
請
制
度
あ
り

８
．「
海
外
語
学
研
修
」「
奨
学
金
集
い
」

な
ど
高
校
生
向
け
制
度
あ
り

９
．「
学
生
寮
」「
家
賃
補
助
」
な
ど
大

学
生
・
専
修
生
向
け
制
度
あ
り

◇
受
付
時
間

　

９
時
～
17
時
30
分　

土
、
日
、
祝
祭

　

日
、
本
会
の
休
業
日
を
除
く

【
問
合
せ
先
】

　

公
益
財
団
法
人　

交
通
遺
児
育
英
会

　

☎
０
１
２
０
─

５
２
１
２
８
６

　

県
下
6
校
の
技
術
専
門
校
で
は
平
成

31
年
度
入
校
生
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま

す
。

◇
受
付
期
間

・
普
通
課
程　

　

推
薦
入
校�

10
月
1
日
～
10
月
18
日

　

一
般
入
校�

11
月
5
日
～
11
月
21
日

・
短
期
課
程

　

第
１
回�
12
月
10
日
～
1
月
9
日

　

第
２
回�

1
月
28
日
～
2
月
8
日

◇
入
校
選
考

・
普
通
課
程

　

推
薦
入
校　

10
月
29
日

　

一
般
入
校　

12
月
3
日

・
短
期
課
程

　

第
１
回　
　

１
月
21
日

　

第
２
回　
　

２
月
20
日

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
産
業
労
働
部　

人
材
育
成
課

　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
１
９
９

　

http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/

　

看
護
職
を
離
職
し
て
ブ
ラ
ン
ク
の
あ

る
方
や
働
き
方
を
変
え
た
い
方
の
た
め

の
、
看
護
職
の
就
職
プ
レ
相
談
会
（
個

別
相
談
・
情
報
提
供
）
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
参
加
は
予
約
制
で
す
。

◇
日　

時

　

５
月
24
日
㈭　

13
時
30
分
～
16
時

◇
会　

場

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
野

　

中
央
プ
リ
ン
ト
ビ
ル
会
議
室

◇
相
談
担
当
者

　

長
野
県
看
護
協
会
他

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
看
護
協
会

　

☎
０
２
６
３
─

３
５
─

０
０
６
７

　

詳
し
く
は
長
野
労
働
局
Ｈ
Ｐ
又
は
長

野
県
看
護
協
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
人
・
外
国
人
）
が
、
キ
ャ
ン
プ
生
活

や
富
士
登
山
な
ど
の
野
外
活
動
を
共
に

し
な
が
ら
友
情
を
深
め
、
様
々
な
体
験

を
通
し
て
、「
仲
間
づ
く
り
」「
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
の
大
切
さ
や
友
だ
ち
と
協
力
し

助
け
合
う
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

◇
期　

間

　

７
月
31
日
～
８
月
４
日　

４
泊
５
日

◇
場　

所

　

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

◇
定　

員

　

日
本
人
80
名　

外
国
人
20
名

◇
対　

象

　

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

◇
内　

容

　

富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
体
験
、
野

外
炊
飯
体
験
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
、
ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
な
ど

◇
締　

切

　

7
月
5
日
㈭

◇
参
加
費

　

長
野
駅
発�

６
８
，0
0
0
円

（
小
学
生
）

�

７
６
，0
0
0
円

（
中
学
生
）

【
問
合
せ
・
資
料
請
求
先
】

　

公
益
財
団
法
人

　
　
　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
─

６
４
１
７
─

９
７
２
１

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
プ

場
で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
青
少
年
（
日
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❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
⑬
❖❖

『
苗
場
会
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
１
日
に
『
苗
場
会
』
が
開
催
さ

れ
、
村
か
ら
村
長
を
含
む
９
名
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
苗
場
会
』

と
は
秋
山
地
区
出
身
の
村
外
の
方
々
が

集
ま
り
結
成
さ
れ
た
郷
土
を
想
う
会
で

す
。
２
年
程
前
に
は
小
赤
沢
の
「
と
ね

ん
ぼ
」
で
開
か
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は

桜
の
花
び
ら
が
舞
う
東
京
の
上
野
で
開

催
し
会
員
32
名
の
方
の
参
加
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
苗
場
会

に
は
１
３
０
人
程
の
方
が
会
員
に
入
っ

て
い
る
そ
う
で
、
こ
の
関
係
を
大
事
に

し
、
会
と
村
を
繋
げ
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

平
成
27
・
28
年
に
行
わ
れ
た
平
滝
地

区
の
ひ
ん
ご
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
祖
先
は
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
村
内
に
は
ひ
ん
ご

遺
跡
の
他
に
も
多
く
の
遺
跡
が
あ
り
、

特
に
縄
文
時
代
に
お
い
て
は
、
山
と
川

の
幸
に
恵
ま
れ
て
大
勢
の
人
々
が
暮
ら

し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
遺

跡
の
所
在
や
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
保

護
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
２
ヵ
年

計
画
で
、
埋
蔵
文
化
財
の
分
布
調
査

（
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
）
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成

果
は
村
史
の
編
纂
に
も
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

　

調
査
で
は
、
調
査
員
が
地
面
上
の
土

器
や
石
器
な
ど
の
破
片
を
調
べ
る
こ
と

に
よ
り
、
遺
跡
の
場
所
や
範
囲
等
の
確

認
を
行
い
ま
す
。地
区
内
の
畑
や
水
田
、

山
林
等
を
く
ま
な
く
歩
い
て
調
査
す
る

た
め
、
敷
地
内
や
私
有
地
に
立
ち
入
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作

物
等
に
は
十
分
に
配
慮
い
た
し
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
の
保
護
の
た
め
格
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、遺
跡
の
所
在
や
土
器
・
石
器
に

つ
い
て
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ

村
史
編
纂
室
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

遺
跡
の
所
在
調
査
が

始
ま
り
ま
す

▲台地上にいくつもの遺跡が広がって
　います（村木遺跡遠景）

▲箕作地区ヤスンバ遺跡で
　みつけた石器

▲久しぶりの再会を楽しむ会員の皆さん
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.35

　

雪
解
け
が
進
み
花
粉
が
猛
威
を
振
る
う

時
期
と
な
り
ま
し
た
が
皆
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
季
節
の
変
わ
り

目
、
風
邪
等
に
罹
り
ま
せ
ん
よ
う
体
調
に

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
秋
山
で
も
田
畑

が
も
う
間
も
な
く
そ
の
姿
を
完
全
に
見

せ
、
農
耕
の
時
期
の
始
ま
り
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

　

私
が
秋
山
に
移
り
住
み
４
カ
月
が
経
ち

ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
で
す
が
新
し
い
生

活
に
慣
れ
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
に
心

が
穏
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で

の
暮
ら
し
で
最
も
感
動
し
た
こ
と
は
季
節

と
共
に
生
活
し
て
い
る
と
実
感
で
き
た
こ

と
で
す
。
今
ま
で
住
ん
で
い
た
太
平
洋
沿

岸
で
は
雪
を
見
る
の
は
年
に
数
回
、
積
雪

に
至
っ
て
は
数
年
に
一
度
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
季
節
の
変
化
も
咲
い
て
い
る

花
の
種
類
や
気
温
の
変
化
で
実
感
し
て
い

ま
し
た
。
栄
村
で
は
間
近
に
あ
る
自
然
が

季
節
に
よ
り
姿
を
変
え
、
冬
に
は
冬
の
仕

事
と
生
活
、
春
に
は
春
の
仕
事
と
生
活
と

そ
の
様
式
を
変
え
て
い
ま
し
た
。
栄
村
で

暮
ら
し
て
き
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
変
わ

ら
ぬ
こ
と
、
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
に
は
そ
の
よ
う
な
変
化
に

驚
き
感
動
し
、
こ
の
新
し
い
日
々
に
喜
び

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

少
し
前
に
秋
山
で
自
治
会
を
中
心
と
し

て
地
域
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
組
織
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
設
立

を
目
指
し
た
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地

域
の
振
興
、
改
善
、
継
承
を
地
域
住
民
の

力
で
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
栄
村
で
は
似
た
組
織
が
各
地

域
に
あ
り
各
々
の
行
動
力
、
地
域
へ
の
思

い
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
住
民
が
地
域
へ

の
誇
り
や
思
い
が
あ
る
こ
と
、
住
民
同
士

の
繋
が
り
が
強
い
こ
と
が
栄
村
の
強
み
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
同
じ
ア
パ
ー
ト
の

住
民
の
名
前
を
知
ら
な
か
っ
た
私
と
は
雲

泥
の
差
で
す
。
人
一
人
の
力
で
は
で
き
る

こ
と
は
と
て
も
小
さ
い
、
し
か
し
同
じ
思

い
を
持
つ
も
の
が
複
数
集
ま
れ
ば
で
き
る

こ
と
は
限
り
な
く
広
が
る
。
こ
の
連
携
の

力
と
重
要
性
は
私
の
今
後
の
課
題
で
あ

り
、
意
識
し
て
身
に
付
け
て
い
き
た
い
こ

と
で
す
。
自
分
で
何
か
を
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
考
え
を
伝
え
協
力
し
て
も
ら
う
、

巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
地
域
お
こ
し
に

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

協
力
隊
隊
員
と
し
て
現
在
は
村
内
、
秋

山
内
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
お
手
伝
い
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
自
分
に
で

き
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
模
索
し
勉

強
中
の
段
階
で
す
。
し
っ
か
り
と
目
標
を

定
め
、
地
域
振
興
、
皆
さ
ん
の
元
気
に
役

立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
宜
し
く
お
願
致
し
ま
す
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

石
川�

泰
正
）

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

専
門
員
の
中
沢
英
正（
な
か
ざ
わ
ひ
で
た

だ
）さ
ん
が
４
年
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
い

た
辞
典
が
こ
の
３
月
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
こ
の
地
域
の
植
物
と
人
と
の
関

わ
り
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
植
物

を
何
に
使
っ
て
い
た
の
か
、
ど
う
使
っ
て

い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
た
の

か
、
そ
れ
が
植
物
の
名
前
や
写
真
と
共
に

載
っ
て
い
ま
す
。
今
や
っ
て
い
る
こ
と

や
、
昔
や
っ
て
い
た
け
ど
も
う
忘
れ
て
し

ま
っ
た
も
の
な
ど
も
丹
念
に
書
い
て
あ
り

ま
す
。
素
敵
な
本
で
す
。

　

近
年
、
ど
ん
ど
ん
里
山
の
知
識
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
食
べ
ら
れ
る
山
野
草
や
、

木
々
が
何
に
使
え
る
か
、
乾
燥
す
る
と
軽

い
か
、
重
い
か
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
す
。
山
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
人
に
出
会
う
と
、
す
ご
い
！
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
が
お
金

を
稼
い
で
、
物
を
買
っ
て
、
使
う
と
い
う

消
費
社
会
に
な
っ
た
と
い
う
事
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
せ
い
で
知
識
が
な
く
な
り
、
里

山
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
、
荒
れ
て
、
畑

や
田
ん
ぼ
に
動
物
が
出
て
く
る
な
ど
生
活

に
悪
影
響
が
出
て
い
る
と
い
う
事
も
あ
り

ま
す
。
な
ん
で
も
行
き
過
ぎ
は
よ
く
な
い

の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

里
山
の
知
識
を
、
消
費
す
る
社
会
で
ほ

ど
よ
く
使
っ
て
い
く
方
法
を
、
こ
こ
に
住

み
続
け
る
限
り
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。�

（
文
責　

越
智
）

ジ
オ
パ
ー
ク
お
宝
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

５
月
26
日
㈯　

９
時
～
15
時
30
分

　

津
南
と
十
日
町
の
間
、
清
津
川
沿
い
を
散

策
し
ま
す
。
川
原
に
も
降
り
る
予
定
で
す
。

　

参
加
無
料
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】

　

帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て
も

大
丈
夫
な
服
装

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
合
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

『
苗
場
山
麓
植
物
民
俗
辞
典
』

で
き
ま
し
た
！
　

㊱
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よ りだ健保
保健だよりは今年度から成人保健と母子保健で連載をスタートします。
ぜひご覧ください。

　いまネットや多くの育児書から簡単に情報が手にはいる時代ですが、今年度から保健だよりの中で母子保
健に関する情報を連載で発信していこうと考えています♪栄村でやっている子育て事業や情報をお伝えした
り、子育てに関する最新情報などを載せていけたらと思いますので、ぜひ目を通してみてください�! !
　今月は「乳幼児期の運動発達パート①」です。
　赤ちゃんが産まれてから歩くまでの発達の早さに個人差はありますが、発達の順番は同じです。

　子どもの運動の発達は、①からだの中心（幹）をしっかりする事、②手や足で支える事、③手や足を動か
す事、④手先を器用に使う事と段階があります。
　手先の発達にも順番があり、①肩→②ひじ→③手首→④指と発達していきます。お子さんが今どの段階に
いるか確認する場面として「お絵かき」があります。お子さんの様子をみたとき①肩～④指で動かしている
ところを沢山動かしてあげてください。そうすると次の段階に進みます！不器用なお子さんはうまく出来な
い経験を多く重ねると自己肯定感が低くなりがちです。「○歳だから～」ではなく、今の段階の子どもの状
態にあった経験をたくさん積んであげてください!!�子どもの成長発達を促す遊びや運動については、次回詳
しくお伝えしたいと思います。

～来月は「乳幼児期の運動発達パート②」です～

各戸配布した検診申込み説明書をご覧になり、
健康増進係【87-3020】へ、ぜひお問合せください！

肺 が ん 検 診
（胸部低線量CT検査）

５月24日㈭
栄村役場

５月25日㈮
栄村役場

乳 が ん 検 診
（超音波、マンモグラフィ） ５月14日㈪

栄村役場
６月８日㈮
栄村役場

子 宮 頸 が ん 検 診

総 合 健 診 ６月23日㈯
栄村役場

６月24日㈰
栄村役場

６月25日㈪
秋山総合センター

特定健診、後期高齢者健診、胃検診、大腸検診、肝炎ウイルス検査、前立腺検診
結 核 検 診
（胸部レントゲン検査）

７月23日㈪
村内巡回

７月24日㈫
村内巡回

「今からでも検診申し込めるかな…」という方

乳幼児期の運動発達パート①子育てお
たより

子育てお
たより

子育てお
たより
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　50万本のひまわり畑の真ん中で結婚式を挙げてみませ
んか？今年の新郎新婦を大募集します。国際ホテル・ブ
ライダル専門学校の学生がお二人のご要望をお聞きし、
ここでしかできない斬新で素敵な演出を企画します。プ
ロデュース費用も無料!!�ぜひ、ご応募ください。
■条　　件：①結婚していて挙式がまだのカップル。
　　　　　　②結婚する予定があるカップル。
　　　　　　③上記の条件で開催日に合わせられること。
■開 催 日：平成30年７月29日㈰
■応募方法：お問い合わせください

■問い合わせ　▽wish国際ホテル・ブライダル専門学校
　　　　　　　　☎025-290-5600

　飯山市の農村女性の皆さんが中心となり「これぞ飯山
のおいしい農産物」というアスパラを市内外にPRして、
開業後に新幹線で信越自然郷に訪れる人々を多く迎えた
いという目的で始まった「信越自然郷アスパラまつり」。
　今回は飯山駅前公園を会場に開催します。飯山のアス
パラを味わいにぜひお越しください。
■日　時　５月27日㈰　10：30～14：00
　　　　　（アスパラはなくなり次第終了です）
■会　場　飯山駅前広場

　野沢菜漬やあけび細工など地元特産品のほか、季節ご
との採りたて野菜や山菜・きのこなど多数取り揃えて皆
様のお越しをお待ちしています。

◇開催日　５月～10月の毎週日曜日と連休など
◇時　間　朝6：00～7：30
◇場　所　野沢温泉大湯通り
◇問い合わせ
　野沢温泉朝市実行委員会（野沢温泉商工会内）
　☎0269-８5-2692

　北信州の名湯として全国にその名を轟かせる馬曲温泉。
　絶景の野天風呂からは目の前に高社山、晴れた日は遠
く北アルプスまで望むことができます。
　また、温泉に浸かりながら四季折々の自然にふれるこ
とができるのも魅力です。その他、檜づくりの内風呂や
食事処「鞍掛の茶屋」も併設されており、ゆったりと過
ごすことができます。
　日頃の疲れを癒しに馬曲温泉を訪れてみてはいかがで
すか。
◇営業時間　午前８時～午後９時（最終受付 午後８時30分）
◇定 休 日　毎週水曜日（祝日・お盆・年末年始を除く）
◇問い合わせ　馬曲温泉　望郷の湯　☎0269-８2-402８

「津南ひまわり広場で結婚式を挙げてみませんか？」
～カップル必見!!�新郎新婦大募集!!～

第６回　信越自然郷
アスパラまつりが開催されます

野沢温泉朝市名物絶景野天風呂
馬曲温泉�望郷の湯へお越しください

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

＋みゆき野かわら版 津南情報
岳北地域＆津南町情報コーナー

▲特売市には毎年長蛇の列ができます

▲青空と笑顔がまぶしいウェディング
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3月火災・救助・救急出動件数

最高気温 19.9℃ 3月28日㈬

最低気温 −4.4℃ 3月 3日㈯

平均気温 4.5℃ 総 雨 量 60.5㎜

栄村の気象（３月）

世帯数 834世帯 前月比−5
人　口 1,899人 −21
男 919人 −10
女 980人 −11

出生 0
死亡 4
転入 13
転出 30

世帯と人口（4月1日現在） 3月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 2 3 101 飯山日赤� 3

津南病院� 5
そ の 他� 10
不 搬 送� 1
合　　計� 19
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 24

野沢温泉村 0 0 32

栄 村 0 0 19

管 轄 外 等 0 0 0

火を消して　何気ない目を　大切に

５月の納税等
○国民健康保険税　　　　○介護保険料
○後期高齢者医療保険料　○村営住宅料
○ケーブルテレビ使用料　○教員住宅使用料
○合併浄化槽使用料　　　○保育料
○農業集落排水処理使用料
○温泉休憩所使用料　　　○学童保育料　

◆◆ 編集後記 ◆◆

　雪解けが見る見るうちに進み、あっとい
う間に春になりましたね。
　いよいよ栄村の春も本番を迎え山菜採り
や畑仕事など外での作業機会も増えてくる
かと思います。農業機械による事故や野焼
きによる火事、山菜採りでの遭難など十分
に気をつけていただき、穏やかな春を過ご
せるよう気をつけましょう。

生活カレンダー５月
８
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

12
日
㈯　

空
き
び
ん
回
収
【
栄
小
学
校
】

15
日
㈫　

臨
時
議
会
【
議
場　

10
時
】

19
日
㈯　

栄
村
交
通
安
全
協
会
定
期
総
会

【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

13
時
30
分
】

22
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

７
日
㈪　

幼
児
健
診
【
集
団
検
診
室　

13
時
】

９
日
㈬　

子
育
て
相
談
日【
集
団
検
診
室　

9
時
】

　
　
　
　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

14
日
㈪　

女
性
検
診
【
役
場
】

15
日
㈫　

離
乳
食
教
室
【
集
団
検
診
室　

10
時
】

18
日
㈮　

心
理
相
談
【
第
二
会
議
室　

9
時
】

24
・
25
日（
木
・
金
）　

肺
が
ん
検
診
【
役
場
】

28
日
㈪　

あ
そ
び
の
教
室

【
北
信
保
育
園　

9
時
30
分
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　５月31日㈭です
口座振替日
　農協・郵便局　　　5月22日㈫
　八十二銀行・県信　5月25日㈮

裕
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❖平成30年　第１回定例会❖
◆平成29年度　自治功労表彰◆

　長年に渡り町村議会議員として地域の振興発展
と住民福祉の向上に貢献されたとして、町村議会

議員表彰に、相澤
博文議員（平成29
年10月現在15年）
が受賞され、３月
定例会開催前に、
福原和人栄村議会
議長より伝達され
ました。
　おめでとうござ
います。

栄村
議会報

発　行：栄 村 議 会
責任者：福 原 和 人
編　集：議会報編集委員会

第186号

　平成30年第１回定例会は３月５日に開会され、
８日、９日の２日間で予算特別委員会が開催され
ました。慎重審議の結果、最終日13日に全員賛成
（起立）により可決されました。

◆平成30年度予算を
予算特別委員会で慎重審議し可決◆

内容：○平成29年度自治功労表彰 ○平成30年度予算 ○賛成討論 ○主な可決案件 ○請願審査結果
　　　○一般質問９名 ○平成29年度予算推移 ○平成29年度下半期栄村議会活動報告

●一般会計　37億1千万円　　●特別会計総額　12億4千542万7千円
【一般会計内訳】 （単位：千円） 【特別会計内訳】 （単位：千円）

歳　　　入
村 税 179,451
地 方 譲 与 税 56,500
地方消費税等交付金 40,750
地 方 交 付 税 1,562,500
分担金及び負担金 16,941
使用料及び手数料 29,985
国 県 支 出 金 410,889
財 産 収 入 18,842
寄 附 金 124,000
繰 入 金 794,355
繰 越 金 12,000
諸 収 入 36,287
村 債 427,500

合　　計 3,710,000

歳　　　出
議 会 費 43,418
総 務 費 828,446
民 生 費 482,225
衛 生 費 203,201
労 働 費 13,353
農 林 水 産 業 費 476,687
商 工 費 320,705
土 木 費 582,033
消 防 費 164,134
教 育 費 282,131
災 害 復 旧 費 10,562
公 債 費 298,105
予 備 費 5,000

合　　計 3,710,000

歳入・歳出
国 民 健 康 保 険
（事業勘定） 219,069

国 民 健 康 保 険
（施設勘定） 124,133

秋 山 診 療 所 4,962
後期高齢者医療 31,730
介 護 保 険 396,738
簡 易 水 道 152,729
生 活 排 水 処 理 79,639
農 業 集 落 排 水 14,859
ス キ ー 場 141,229
ケーブルテレビ 80,339

合　　　計 1,245,427

左：相澤博文議員
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平成30年度一般会計予算について賛成討論がありました。

　平成30年度一般会計予算に賛成
の討論を行いたいと思います。

　私は、「われら相寄り村を成し」と、村歌に
歌われているように、村民一人ひとりが共に考
え、共に協力し合い栄村をつくっていくという
考えに立っています。
　栄村を動かして行くには村予算の成立が必要
であります。私は今回、議員として初めて予算
審議を経験しました。私は予算特別委員長とい
う役を仰せつかったため質疑において発言する
機会を得られませんでしたが、村民の想いが予
算案に十分に反映されているかという視点から
質疑に耳を傾けておりましたが、予算に十分反
映されているか良く見えませんでした。

　村長が施政方針の第一に掲げた村の防災の最
前線に立つ消防団員の想いが十分に受け止めら
れていなかった点。そして、財源が限られてい
る中で、各部局から提出された予算要求を精査
し、村民が要望する施策に予算を十分充てる努
力が見られなかったこと。もっともっと精査す
る必要があると思いました。
　昨年、新議会がスタートしてから約１年間の
議会を通じて議論で積み上げてきた内容がこの
予算に反映されていないケースも少なからず見
受けられました。行政の新年度予算の策定にあ
たり、計画ありきの予算は大前提であります。
行政は民間の手本とならなければなりません。
　村長、長部局の皆さんが村民の意見に十二分
耳を傾け、今後の予算執行、村政に取り組むこと
を強く望み、あえて苦言を呈し平成30年度一般
会計に賛成する討論とさせていただきます。

◆一般会計予算
保 坂 良 徳 議員

案　件　名 内　　容

―２月臨時会―
◆平成29年度栄村一般会計補正予算（第７号）

・道路除雪臨時職員賃金、除雪機械消耗品、道路除雪委託料
・補正額：12,437千円

―３月定例会―
◆平成29年度栄村一般会計補正予算（第８号）

・人事院勧告による給与改定、議員共済費及び旅費等の確定による減
額等、各事業費確定による減額など
・補正額：▲104,775千円

◆平成29年度栄村国民健康保険特別会計（事
業勘定）補正予算（第４号）

・国の特別調整交付金増による直営診療施設勘定繰出金の増額など
・補正額：4,941千円

◆平成29年度栄村国民健康保険特別会計（施
設勘定）補正予算（第４号）

・職員の給与改定に伴う追加、医師及び産休中の歯科衛生士代替のパ
ート職員賃金など
・補正額：1,761千円

◆平成29年度栄村生活排水処理特別会計補正
予算（第１号）

・汚泥清掃委託料、消費税納付金の確定、浄化槽の設置工事完了に伴
う事業費確定
・補正額：▲31,398千円

◆平成29年度栄村農業集落排水特別会計補正
予算（第１号）

・光熱水費、汚泥清掃委託料不要による
・補正額：▲1,376千円

◆平成29年度栄村ケーブルテレビ特別会計補
正予算（第２号）

・CATV修繕料、保守工事、ケーブル電柱移設に伴う立木伐採費
・補正額：2,143千円

◆議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

・平成29年人事院勧告に伴う「特別職の職員の給与に関する法律」等
の改正に合わせて、議員の期末手当を年3.25ヵ月から3.3ヵ月に引
き上げるもの

◆栄村特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

・農業委員会の報酬に「能率給」の規定を加えることと、消防団員の
報酬額の一部を改正するもの

平成30年2月・3月臨時会・3月定例会　主な可決案件

平成30年度　一般会計予算賛成討論
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◆特別職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

・平成29年人事院勧告に伴う「特別職の職員の給与に関する法律」改
正及び「一般職の職員の給与に関する条例」の一部改正に合わせて、
特別職の期末手当を年3.25ヵ月から3.3ヵ月に引き上げるもの

◆一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

・平成29年人事院勧告及び長野県人事委員会から、俸給の平均0.12%
引き上げと、勤勉手当の年間支給月数を4.3ヵ月から4.4 ヵ月に引
き上げる旨の勧告がなされ、この勧告並びに県、近隣市町村の動向
を参酌の上、栄村職員労働組合との協議により条例の一部を改正す
るもの

◆資金積立基金条例の一部を改正する条例の
制定について

・現在、運用がされていない「地域開発基金」を廃止することに伴う
条例の一部改正

◆栄村ケーブルテレビ放送施設整備基金条例
を廃止する条例について

・基金設立以降、運用がされていない「栄村ケーブルテレビ放送施設
整備基金条例」を廃止するもの

◆栄村ふるさと保全基金の設置、管理及び処
分に関する条例を廃止する条例について

・基金積み立ての対象となった事業が終了し、基金残高がゼロとなっ
ている「栄村ふるさと保全基金の設置、管理及び処分に関する条例」
を廃止するもの

◆栄村消防団員等公務災害補償条例の一部を
改正する条例の制定について

・消防団員等が公務作業中に負傷した場合などに支給される補償金の
補償基礎加算額等の改正（※平成30年４月１日より）

◆栄村消防団員の定員、任免、給与、服務等
に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

・消防団員の確保を図るため、条例で規定する消防団員の資格要件を
拡大するための改正で、任用については当該消防団の区域内に居住
又は勤務する者。ただし、任命権者が特に適当と認めた者について
は、この限りではない

◆栄村指定居宅介護支援の事業の人員及び運
営に関する基準等を定める条例の制定につ
いて

・介護保険法の改正により保険者機能の強化の観点から市町村による
介護支援専門員の支援の充実を目的として平成30年４月１日より居
宅支援事業所の指定権限を県から村に移譲されることにより、居宅
介護支援事業の運営基準等を定めるもの

◆栄村介護保険条例の一部を改正する条例の
制定について

・第７期栄村介護保険事業計画に基づき、平成30年度から３年間の介
護保険料額を定める改正。標準者月額5,500円とした各段階の保険
料の年額変更など

◆栄村保育所保育料徴収条例の一部を改正す
る条例の制定について

・栄村の子育て世代への支援と少子化対策のために栄村保育所の保育
料を減額見直しするもの。階層区分の第３から第５の保育料月額を
一律6,000円とし、第６から第８をそれぞれ改正後の保育料月額に
変更するなど

◆栄村後期高齢者医療に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

・国民健康保険法の一部を改正する法律及び同法律の施行に伴う関係
政令の整備に関する政令が平成30年４月１日に施行されることに伴
い、条例の一部を改正するもの。今まで県外の住所地特例施設等に
入所している国民健康保険の被保険者が75歳到達時に住所地都道府
県後期高齢者医療広域連合の被保険者として資格を取得していた
が、平成30年４月１日からは前住所地都道府県後期高齢者医療広域
連合の被保険者として資格を取得することになったため条文を加え
るなど

◆栄村過疎地域自立促進計画の変更について

・栄村過疎地域自立促進計画は、平成28年度から32年度までの５ヵ年
計画で、過疎地域自立促進特別措置法で計画の策定及び変更にあっ
ては議会の議決が必要とされているため、計画の変更について議決
を求めるもの。過疎地域自立促進特別事業の事業内容に村単水路改
修工事を、事業主体に栄村を加えるなど

―３月臨時会―
◆栄村観光レクリェーション施設の指定管理
者について

・名　　　称：一般財団法人　栄村振興公社
・代表者氏名：理事長　山田　功
・指定の期間：Ｈ30年４月１日～Ｈ31年３月31日まで

請願件名 請 願 内 容 請 願 者 紹介議員 審査結果

主要農産物種
子法廃止に伴
う万全の対策
を求める請願

１．試験場などの取り組みが後退することのないよう予算
措置などの確保を行うこと。

２．地域の共有財産である種子を民間に委ねることのない
よう対策を講じること。

栄村農民組合
代表者
石沢　正

齋藤康夫

採択

採択に対して
賛成者9名
（※議長除く）

請願　審査結果
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介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
改
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
第
７

期
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
値
上
げ
の
議
案

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
改
定
に
は
一
貫
し
て

反
対
を
し
て
き
た
。
１
号
被
保
険
者
の
65
歳

以
上
の
方
が
人
口
の
約
半
分
、
50
％
の
人
に

影
響
す
る
。

　

一
年
以
上
の
猶
予
期
間
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
今
回
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
理
解

に
苦
し
む
内
容
で
あ
り
、大
変
驚
い
て
い
る
。

　

た
だ
、
村
長
は
、
７
期
中
に
基
金
を
積
み

上
げ
「
対
応
策
を
取
り
た
い
」
と
言
っ
て
い

る
こ
と
を
信
じ
た
い
。

今
期
の
介
護
保
険
料
は
、
近
隣
市

町
村
と
の
並
び
で
基
準
額
月
額

５
，２
０
０
円
を
、月
額
５
，５
０
０
円
と
し
、

今
後
第
８
期
、
第
９
期
へ
向
か
っ
て
い
く
と

こ
ろ
で
何
と
か
跳
ね
上
が
り
が
来
た
時
の
対

応
策
を
取
り
た
い
と
い
う
考
え
で
３
０
０
円

値
上
げ
を
し
た
い
。

　

村
の
介
護
保
険
事
業
は
、
昨
年
４
月
か
ら

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
栄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

移
管
。
７
月
か
ら
予
防
事
業
を
始
め
、
お
泊

り
デ
イ
も
好
評
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
介

護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
事
業
を
拡
大
し
、

要
介
護
認
定
者
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
。
併

せ
て
介
護
給
付
費
の
軽
減
に
努
め
た
い
。

３
月
議
会
冒
頭
に
村
長
か
ら
報
告

が
あ
っ
た
が
、
内
科
医
師
退
職
に

伴
い
４
月
か
ら
、
以
前
お
勤
め
い
た
だ
い
た

佐
々
木
公
一
医
師
に
お
い
で
い
た
だ
く
旨
の

話
が
あ
っ
た
。
医
師
の
空
白
期
間
が
無
く
お

勤
め
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
村
民
は
大
変

喜
ん
で
い
る
。

　

佐
々
木
医
師
は
ご
高
齢
と
聞
く
が
、
出
来

る
限
り
佐
々
木
医
師
が
働
き
や
す
い
環
境
を

整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

佐
々
木
医
師
に
つ
い
て
は
４
月
２

日
か
ら
勤
務
い
た
だ
く
。
佐
々
木

医
師
か
ら
は
年
齢
的
な
事
が
あ
る
の
で
、
い

つ
出
来
な
く
な
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
事

も
あ
り
、
来
年
、
再
来
年
に
向
け
て
医
師
の

確
保
に
つ
い
て
は
手
続
き
を
進
め
て
い
っ
て

ほ
し
い
旨
の
依
頼
は
受
け
て
い
る
。

全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
。

栄
村
は
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進

む
中
で
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
も

担
い
手
不
足
、
さ
ら
に
若
者
の
減
少
で
難
し

い
。

　

い
か
に
こ
の
村
を
活
性
化
で
き
る
か
。
そ

れ
は
観
光
で
は
な
い
か
と
思
う
。
旅
館
業
、

民
宿
業
を
は
じ
め
、
振
興
公
社
の
施
設
等
も

大
変
頑
張
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

は
こ
れ
か
ら
も
大
変
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

企
業
誘
致
も
難
し
い
、
農
業
も
こ
の
先
難

し
い
中
で
、
観
光
に
力
を
入
れ
て
、
雇
用
も

生
ま
れ
、
地
産
地
消
に
も
繋
が
る
付
加
価
値

を
つ
け
た
観
光
の
目
玉
商
品
は
な
い
か
、
当

局
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

ま
っ
た
く
同
感
で
あ
る
。
私
の
公

約
に
お
い
て
も
観
光
を
中
心
に
栄

村
の
農
産
物
を
地
産
地
消
型
の
村
内
循
環
型

を
進
め
、
観
光
客
に
よ
る
外
貨
を
村
の
活
性

化
の
た
め
に
使
え
る
。

　

観
光
業
に
つ
い
て
は
、
人
の
流
れ
、
何
を

求
め
て
い
る
か
い
ち
早
く
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
観
光
行
政
の
村
の
ト

ッ
プ
に
３
名
の
管
理
職
等
を
配
置
し
て
計
画

を
進
め
て
い
る
。
観
光
の
あ
り
方
研
究
委
員

会
も
９
月
末
ま
で
に
は
中
間
報
告
を
い
た
だ

け
る
こ
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
の
時
代

に
即
し
た
観
光
行
政
を
進
め
て
い
る
。

先
日
ま
で
５
回
の
会
議

を
重
ね
て
き
た
。
３
年

を
目
処
に
最
終
提
言
が
ま
と
ま
る
予
定
で
あ

る
。
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
予
算
化
を
進

め
て
い
こ
う
と
い
う
貴
重
な
意
見
が
出
て
い

る
。
広
報
等
で
知
ら
せ
て
皆
さ
ん
に
内
容
を

公
開
す
べ
く
手
続
き
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

観
光
事
業
に
も
う
少
し
予
算
を
付

け
て
、
村
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

私
は
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う

と
い
う
こ
と
で
振
興
公
社
に
も
栄

村
秋
山
郷
観
光
協
会
の
方
に
も
何
か
あ
れ
ば

言
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
私
は
表
に
出
て
栄

村
、
ま
た
秋
山
郷
と
い
う
名
前
を
売
る
し
か

な
い
と
。
そ
ち
ら
の
方
へ
力
を
注
ぎ
た
い
の

で
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
い
う
旨
は
い
つ
も

職
員
に
は
言
っ
て
い
る
。

　

村
の
案
内
ガ
イ
ド
も
研
究
し
対
策
を
し
て

い
く
。

村　長

村　長

今
後
第
８
期
、第
９
期
と
跳
ね

上
が
り
が
来
た
時
の
対
応
策
と

し
て
値
上
げ
を
し
た
い
。

表
に
出
て
栄
村
、
秋
山

郷
と
い
う
名
前
を
売
る

し
か
な
い
。

介
護
保
険
料
を
値
上
げ

す
べ
き
で
は
な
い
。

村
民
の
50
％
に
影
響
が
。

村
長
自
ら

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
。

上
倉
敏
夫
議
員

月
岡
利
郎
議
員

栄
村
の
観
光
施
策
と
方
向
性

に
つ
い
て

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

医
師
の
確
保
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

要
望

村
長

商
工
観
光
課
長
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昭
和
22
年
、
水
内
村
議
会
協
議
会

で
野
々
海
開
発
計
画
が
出
さ
れ
、

昭
和
34
年
５
月
、
通
水
が
開
始
さ
れ
て
か
ら

60
年
を
迎
え
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
。
開

田
面
積
89
・
４
ha
、
生
産
確
保
に
非
常
に
威

力
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

近
年
、
野
々
海
の
維
持
管
理
に
関
す
る
水

路
保
全
が
高
齢
や
関
係
者
の
人
口
の
減
少
に

よ
り
、今
後
支
障
を
き
た
す
と
思
わ
れ
る
が
、

村
の
見
解
と
野
々
海
池
及
び
関
係
水
路
の
保

全
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
野
々
海
池
の
水
が
生
産
地
に
行
く

前
に
野
々
海
池
用
水
の
有
効
活
用
が
可
能
か

ど
う
か
。
小
水
力
発
電
の
可
能
性
、
消
雪
、

防
火
用
水
等
生
活
用
水
の
確
保
を
含
め
、
用

水
路
調
査
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

野
々
海
池
水
路
の
み
な
ら
ず
、
村

内
全
体
的
な
河
川
、
水
路
に
つ
い

①
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
状
況

は
。②
秋
山
地
区
の
救
急
対
応
は
。

③
消
防
団
の
処
遇
改
善
は
。

①
住
民
用
、消
防
団
用
、職

員
用
に
分
け
て
作
成
予
定

で
、現
在
聞
き
取
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
中
で
あ
る
。

②
防
災
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
利
便
性
、安
全
性
、地

区
の
協
力
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

③
消
防
団
の
処
遇
改
善
は
近
隣
市

町
村
に
併
せ
て
対
応
し
た
。

①
地
区
の
活
性
化
を
進
め
る
た

め
、生
活
環
境
の
整
備
、特
に
商
店

の
廃
業
が
進
み
、
近
い
将
来
村
民
が
買
い
物

難
民
と
な
り
そ
う
な
状
況
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
か
ら
対
策
を
。
②
地
区
活
性
化
の
た
め
に

集
落
支
援
金
の
増
額
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

①
買
い
物
難
民
に
な
る
、
私
に
は

今
の
と
こ
ろ
想
像
で
き
な
い
が
、

て
維
持
管
理
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
基
幹
水
路
も
出
来
る
だ
け
作
業

の
し
や
す
い
よ
う
に
県
に
要
望
し
て
い
る
。

各
地
区
か
ら
の
要
望

に
よ
り
原
材
料
支

給
、
集
落
農
業
維
持
活
性
化
事
業
な
ど
に
よ

り
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
昨
年
は
平

滝
、
横
倉
地
区
で
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
、
水
路
管
理
、
道
路
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
。

　

野
々
海
隧
道
３
６
５
ｍ
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
29
年
度
測
量
が
始
ま
っ
た
段
階
で
県
に

も
早
期
着
工
を
要
請
し
て
い
る
。

野
々
海
池
用
水
の
有
効

活
用
の
可
能
性
で
あ
る

が
、
用
水
路
の
総
落
差
が
あ
り
、
地
形
、
水

量
の
条
件
が
整
え
ば
小
水
力
発
電
の
可
能
性

は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
発
電
事
業

を
行
う
に
は
、
用
水
路
取
水
口
の
水
量
調

整
、
ゴ
ミ
の
除
去
等
の
日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
発
電
機
の
点
検
、
調
整
な
ど
、
年
間
を

通
し
て
容
易
に
実
施
で
き
る
条
件
が
必
要
と

な
り
、
冬
の
積
雪
期
を
考
え
る
と
課
題
が
あ

る
。

　

野
々
海
池
用
水
路
の
小
水
力
発
電
の
可
能

性
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
村
内
３
ヵ

所
に
つ
い
て
補
助
事
業
を
使
い
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
野
々
海
池
用
水
有
効
活
用
に
つ
い

て
は
県
と
の
協
議
を
進
め
る
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
早
期
に
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
る
。
特
命
対
策
課
と

社
協
で
研
究
す
る
。
②
支
援
金
に
つ
い
て
は

集
落
懇
談
会
、
区
長
会
で
要
望
が
出
て
き
て

い
な
い
。
声
が
あ
る
な
ら
考
え
た
い
。

総
合
振
興
計
画
の
実
施
計
画
の
変

更
を
納
得
の
い
く
回
答
を
当
該
集

落
に
示
し
た
の
か
。
ま
た
保
育
園
の
保
護
者

会
に
再
度
前
年
度
の
要
望
書
の
回
答
を
す
る

と
言
っ
て
い
た
が
、
ど
の
様
な
話
で
あ
っ
た

の
か
。

実
施
計
画
の
変
更
は
最
終
的
に
私

が
予
算
を
組
ん
だ
。
村
内
の
各
集

落
す
べ
て
平
等
的
に
振
り
分
け
を
し
て
い

る
。
変
更
が
出
た
時
は
集
落
へ
連
絡
す
る
様

に
指
示
し
て
い
る
。

　

保
育
園
の
関
係
は
、
最
初
に
復
命
書
を
見

た
時
、「
私
の
進
め
方
と
違
う
」
と
。
誤
解

を
解
く
意
味
で
再
度
話
し
合
う
機
会
が
あ
れ

ば
喜
ん
で
出
た
い
。

前
年
か
ら
の
継
続
事
業

や
色
々
な
選
定
条
件
か

ら
今
年
度
事
業
か
ら
見
送
っ
た
。

無
償
化
す
る
こ
と
で
の

財
源
の
減
少
で
、
保
育

の
質
や
施
設
整
備
が
遅
れ
る
と
の
懸
念
の
声

が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
村
も
子
育

て
世
代
の
応
援
と
少
子
化
の
た
め
と
説
明
。

ま
た
村
長
の
保
育
に
対
す
る
考
え
方
を
聞
き

た
い
と
の
声
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
こ
と
は
村

長
に
伝
え
て
あ
る
。

特命対策課長

村　長

県
と
の
協
議
を

　
　
　
　
　

進
め
る
。

近
隣
の
市
町
村
に
併
せ

て
対
応
し
た
。

野
々
海
小
水
力
発
電

調
査
は
。

消
防
団
の
処
遇
改
善
は
。

島
田
伯
昭
議
員

保
坂
良
徳
議
員

野
々
海
小
水
力
発
電
に
つ
い
て

12
月
の
一
般
質
問
か
ら
の

経
過
に
つ
い
て

地
区
の
活
性
化
に
つ
い
て

村
民
の
声
の
対
応・対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

産
業
建
設
課
参
事

特
命
対
策
課
長

特
命
対
策
課
長

産
業
建
設
課
長

住
民
福
祉
課
長

総
務
課
長
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昨
年
秋
の
観
光
で
は
、
Ｊ
Ｒ
か
ら

の
情
報
の
入
手
が
遅
れ
た
と
い
う

失
敗
が
あ
っ
た
と
村
長
自
身
も
12
月
議
会
で

認
め
た
。
今
年
に
つ
い
て
は
、
カ
ヤ
の
平
か

ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
、「
飯
山
観
光
協
会

に
お
ま
か
せ
」
と
い
う
話
も
あ
る
。
昨
秋
の

問
題
・
課
題
は
改
善
さ
れ
て
い
る
の
か
。

栄
村
観
光
あ
り
方
研
究
委
員
会

を
29
年
度
に
立
ち
上
げ
た
。
中
間

報
告
を
９
月
末
ま
で
に
い
た
だ
き
た
い
。

３
月
か
ら
商
工
観
光

課
、
観
光
協
会
、
振
興

公
社
の
三
者
に
よ
る
観
光
の
戦
略
会
議
を
毎

月
開
催
し
て
い
る
。

　

信
越
自
然
郷
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
入
っ
て

き
て
い
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
マ
タ
ギ
の
語

り
ツ
ア
ー
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
な

ど
を
や
っ
て
い
る
。

震
災
か
ら
間
も
な
く
７
年
が
経
過

し
、
年
数
を
重
ね
る
ご
と
に
原
子

力
発
電
再
稼
働
あ
り
き
の
流
れ
に
な
っ
て
い

る
様
に
感
じ
て
い
る
。
村
長
も
原
発
に
関
し

て
は
そ
の
姿
勢
を
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
記
憶
し
て
い
る
。
共
に
安
心
・
安
全
な

村
づ
く
り
を
願
う
も
の
と
し
て
、
反
対
の
立

場
で
声
を
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
所
信

を
伺
う
。

報
道
で
は
柏
崎
刈
羽
原
発
の
６
、

７
号
機
が
審
査
に
合
格
し
、
再
稼

働
に
向
か
い
そ
う
だ
と
聞
い
て
い
る
。
た
だ

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国
の
所
管
問
題
で
あ

り
、
当
村
は
50
㎞
圏
内
に
あ
る
の
で
一
度
失

敗
す
る
と
被
害
が
及
ぶ
。
今
後
広
域
的
な
関

係
、
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
村
の

対
応
を
表
に
出
し
て
い
く
。

当
村
は
厳
し
い
避
難
生
活

を
経
験
し
た
村
で
あ
り
、

「
日
本
一
安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
」
を
掲

12
月
議
会
で
、マ
イ
ホ
ー
ム
支
援
、

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
の
抜
本
的
な
検

討
を
指
示
す
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
そ
の
結

果
は
ど
う
な
っ
た
か
。

抜
本
的
見
直
し
指
示
で
は
な
く
、

新
た
な
事
業
制
度
の
検
討
に
入

ら
せ
た
。

９
月
を
目
標
に
研
究
し

た
い
。

村
長
、
担
当
課
長
と
父
母
の
皆
さ

ん
の
間
で
率
直
な
意
見
交
換
会
を

や
る
こ
と
を
村
長
の
方
で
約
束
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

要
望
が
な
く
て
も
、
私
は
喜
ん
で

話
を
聞
き
た
い
。

「
欲
し
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
材

が
協
力
隊
の
中
で
育
っ
て
き
た
。

そ
れ
を
１
０
０
％
、
２
０
０
％
活
か
す
に
は

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。
協
力
隊
を
終
え
ら

れ
た
方
が
今
後
栄
村
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
る
か
。
栄
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

応
募
し
よ
う
か
と
思
う
人
が
一
番
注
目
す
る

点
だ
。
そ
の
点
を
肝
に
銘
じ
て
担
当
部
署
に

お
い
て
は
対
処
し
て
ほ
し
い
。

世
話
人
と
い
う
制
度
を
設

け
て
、
今
期
卒
業
者
の
今

後
に
つ
い
て
も
決
め
て
い
っ
た
。

げ
て
い
る
村
で
も
あ
る
。
強
い
姿
勢
を
示
し

て
も
良
い
と
思
う
が
、
今
後
も
良
く
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が
増

え
て
い
る
が
、
当
村
の
様
な
立
地

条
件
で
は
免
許
証
の
返
納
等
が
考
え
づ
ら
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
せ
め
て
運
転
機
会
を
減
ら

す
事
く
ら
い
が
有
効
か
と
も
思
う
。
こ
の
構

想
は
そ
の
一
助
と
な
り
得
る
か
ど
う
か
研
究

を
し
て
い
る
と
の
事
だ
が
、
報
告
の
目
途
を

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

方
法
と
し
て
は
移
動
購

買
車
あ
る
い
は
買
い
物

ツ
ア
ー
に
出
掛
け
る
等
考
え
ら
れ
る
。
現
在

ア
ン
ケ
ー
ト
の
原
案
作
成
中
で
今
月
も
し
く

は
来
月
初
め
に
行
い
た
い
。

食
材
の
高
騰
が
続
く
中
、
美
味
し

い
と
評
判
で
自
慢
で
き
る
学
校
給

食
は
ど
の
様
に
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
。

栄
村
の
学
校
給
食
は
栄
養
士
の

先
生
、
調
理
の
皆
さ
ん
か
ら
安

全
で
美
味
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
物
を
提

供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
以
前
に
は
教
育

関
係
の
雑
誌
で
も
全
国
に
紹
介
さ
れ
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
。
食
材
の
高
騰
に
関
し
て

は
、
直
売
所
の
利
用
や
寄
付
等
も
あ
り
、
計

画
的
な
予
算
執
行
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
て

給
食
の
質
が
落
ち
て
い
る
と
い
う
事
は
無
い

と
確
認
し
て
い
る
。

村　長

村　長

９
月
を
メ
ド
に
。

近
隣
市
町
村
の
動
向
を
見

な
が
ら
表
に
出
し
て
い
く
。

観
光
客
誘
致
へ
、
改

革
の
進
行
状
況
は
？

原
発
に
関
し
て
反
対

の
立
場
で
声
を
上
げ

て
ほ
し
い
。

松
尾　

眞
議
員

阿
部
伸
治
議
員

12
月
議
会
で「
改
善
す
べ
き
点
」と
村
長

自
身
が
言
っ
た
点
は
改
善
さ
れ
た
の
か

保
育
所
に
つ
い
て

定
住
・
移
住
確
保
へ
の
住
宅
政
策

の
見
直
し
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
人
材

の
活
用
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
の
村
づ
く
り
遂

行
に
関
し
て

移
動
購
買
車
構
想
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
関
し
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

総
務
課
長

特
命
対
策
課
長

商
工
観
光
課
長

村
長

教
育
長

阿
部
議
員

特
命
対
策
課
長
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人
口
減
少
、
高
齢
化
が
財
政
難
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
提

供
さ
れ
て
い
た
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
日
突

然
に
停
止
さ
れ
る
。
そ
ん
な
悪
夢
の
よ
う
な

実
態
が
将
来
予
測
さ
れ
る
地
方
自
治
体
は
こ

の
ひ
ず
み
に
ど
の
様
に
対
応
す
る
の
か
。
ど

ん
な
着
地
点
を
見
出
し
て
い
く
の
か
問
わ
れ

て
い
る
。
集
落
は
本
当
に
消
え
か
か
っ
て
い

く
。
村
で
は
集
落
の
担
当
職
員
を
決
め
て
集

落
の
課
題
を
吸
収
す
る
集
落
支
援
が
あ
っ
た

が
、
現
在
の
状
況
は
。

栄
村
の
場
合
、
小
規
模
集
落
が
多

く
、
集
落
懇
談
会
で
も
農
道
、
水

路
の
維
持
管
理
が
大
変
で
、
村
で
出
来
な
い

か
と
多
数
の
意
見
が
あ
る
。
今
後
は
集
落
担

当
職
員
と
い
う
職
員
を
キ
チ
ン
と
配
置
し
、

整
備
見
直
し
を
し
て
い
く
。

集
落
担
当
職
員
に
つ
い
て

は
今
後
研
究
し
て
い
く
こ

農
家
や
集
落
の
高
齢
化
で
農
作

業
、
普
請
、
道
水
路
管
理
な
ど
困

難
を
き
た
し
て
い
る
。
過
去
に
行
っ
て
い
た

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
は
と
て
も
好
評

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
参
考
に
組
織
体
制
が
で

き
な
い
か
。こ

の
対
策
は
一
時
的
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
済
む
問
題
で
は
な
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
を
窓
口
と
し
て
組
織
の
立

ち
上
げ
に
つ
い
て
研
究
さ
せ
て
い
る
。
早
め

に
取
り
組
む
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
る
。

昨
年
の
６
月
議
会
で
も
取
り
上
げ

た
が
、
Ｊ
Ａ
以
外
の
一
等
米
も
補

助
の
対
象
に
し
て
ほ
し
い
と
農
民
組
合
等
申

し
入
れ
を
数
回
行
っ
て
き
た
。
平
等
性
の
立

と
だ
が
、
集
落
に
お
け
る
課
題
に
対
し
て
、

行
政
が
ど
う
係
わ
り
支
援
を
し
て
い
く
か
が

大
き
な
カ
ギ
だ
と
思
う
。
村
が
積
極
的
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
も
上
手
く
噛
み
合
わ
な
い
場

合
も
あ
る
の
で
集
落
支
援
の
在
り
方
全
体
で

研
究
を
し
た
い
。

昭
和
55
年
か
ら
21
年
間
「
カ
ム
バ

ッ
ク
サ
ー
モ
ン
」
と
い
う
県
の
事

業
が
あ
っ
た
。
１
億
６
千
万
円
余
を
費
や
し

た
が
、合
計
49
匹
の
サ
ケ
の
確
認
が
あ
っ
た
。

宮
中
ダ
ム
、
西
大
滝
ダ
ム
付
近
の
漁
業
協
同

組
合
と
の
連
携
な
ど
難
題
が
あ
る
中
、
県
の

事
業
に
同
時
進
行
す
る
に
は
千
曲
川
、
信
濃

川
の
河
川
環
境
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
の

か
。

千
曲
川
水
環
境
改
善
促
進
協
議
会

は
、
長
野
県
、
東
京
電
力
を
含
め

て
６
組
織
で
発
足
。
事
務
局
は
河
川
課
に
な

る
。
千
曲
川
の
水
環
境
を
協
議
す
る
こ
と
か

ら
サ
ケ
の
放
流
調
査
を
始
め
る
。
子
ど
も
た

ち
に
は
サ
ケ
の
生
態
教
室
を
開
い
て
環
境
整

備
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
と
い
う
願
い
が

あ
り
、
発
電
所
関
係
に
は
放
流
時
期
に
協
力

の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

サ
ケ
が
産
ま
れ
た
川
に
戻
っ

て
来
る
自
然
の
不
思
議
と

か
、
自
分
が
産
ま
れ
た
故
郷
の
環
境
に
つ
い

て
の
意
識
を
い
か
に
持
つ
か
が
大
事
で
あ

る
。

場
か
ら
み
て
も
村
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。今

年
も
ふ
る
さ
と
納
税
は
１
億
２

千
万
円
か
ら
の
寄
付
の
申
し
出
が

き
て
い
る
。
一
等
米
で
販
売
し
て
い
る
方
へ

の
助
成
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
な
れ
ば
村
単

独
の
政
策
を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
、
作
付
け

意
欲
、
荒
廃
地
を
つ
く
ら
な
い
観
点
か
ら
、

助
成
制
度
が
あ
れ
ば
頑
張
っ
て
耕
作
を
続
け

る
こ
と
に
繋
が
る
。
お
金
の
対
策
も
考
え
、

今
後
産
業
建
設
課
、
農
業
委
員
会
と
研
究
し

て
取
り
組
み
た
い
と
思
う
。

高
齢
化
と
農
業
離
れ
が
進
む
中

で
、
耕
作
状
況
が
変
わ
っ
て
、
耕

作
で
き
る
方
へ
農
地
の
集
積
が
多
く
な
り
、

こ
れ
以
上
農
地
は
増
や
し
た
く
な
い
声
も
出

て
い
る
。
個
人
の
限
界
は
５
町
歩
。
農
地
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
個
人
と
法
人
組

織
で
、
こ
の
法
人
化
も
難
し
い
中
で
、
今
後

農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
賃
貸
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

特
に
法
令
が
変
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
村
内
で
は
今
ま
で
任
意
団
体
が
利
用

権
を
設
定
し
て
い
た
例
も
あ
り
、
こ
れ
は
法

令
上
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
県
よ
り
指

摘
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
農
地
法
上
権

利
の
設
定
と
は
別
に
民
法
上
の
契
約
と
し
て

農
作
業
の
受
委
託
契
約
と
い
う
方
法
も
あ

る
。
ま
た
役
場
へ
の
手
続
き
も
不
要
で
あ

る
。
但
し
、
農
産
物
の
所
有
権
は
地
権
者
が

有
す
る
。

村　長

村　長

集
落
担
当
職
員
を
キ
チ

ン
と
配
置
し
、
整
備
見

直
し
を
し
て
い
く
。

根
本
的
に
村
事
業
と
し

て
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

職
員
の
集
落
支
援
の

現
在
の
状
況
は
。

村
単
独
の
人
材
支
援
の
立

ち
上
げ
に
つ
い
て
、
ど
の

様
に
進
ん
で
い
る
か
。

相
澤
博
文
議
員

齋
藤
康
夫
議
員

村
単
独
の
人
材
支
援
の
立
ち

上
げ
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
補
助
金
に
つ
い
て

農
地
の
賃
貸
問
題
に
つ
い
て

集
落
支
援
に
つ
い
て

千
曲
川
の
サ
ケ
の
遡
上
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

産
業
建
設
課
参
事

村
長

村
長

総
務
課
長

教
育
長
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◆平成29年度　栄村予算推移◆ 単位：千円

区　分 当初予算 6月補正 7月補正 9月補正 12月補正 2月補正 3月補正 3月定例会
後の予算額 増減額 増減率％

一 般 会 計 3,560,000 65,555 50,313 25,088 162,819 12,437 ▲104,775 3,771,437 211,437 105.94

特 別 会 計

国民健康保険
事 業 勘 定 274,638 81 4,167 892 4,941 284,719 10,081 103.67

国民健康保険
施 設 勘 定 139,330 ▲1,717 1,618 1,761 140,992 1,662 101.19

秋山診療所 6,462 2,600 9,062 2,600 140.24

後期高齢者医療 30,237 30,237 0 100.00

介 護 保 険 404,040 214 9,812 205 414,271 10,231 102.53

簡 易 水 道 173,215 98 6,800 ▲3,361 176,752 3,537 102.04

生 活 排 水 78,252 ▲31,398 46,854 ▲31,398 59.88

農業集落排水 15,845 ▲1,376 14,469 ▲1,376 91.32

ス キ ー 場 105,392 4,712 4,519 114,623 9,231 108.76

ケーブルテレビ 22,408 4,788 2,143 29,339 6,931 130.93

特別会計合計 1,249,819 1,261,318 11,499 100.92

※▲は減額
※平成29年度から介護サービス特別会計は、業務が社会福祉協議会に移管となったため無くなりました。

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
が
、

仕
事
、
住
宅
が
無
い
の
で
諦
め
て

い
る
と
い
う
声
を
聞
く
。
都
会
に
い
る
方
で

も
農
業
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
方
に
農
業
後

継
者
の
育
成
と
冬
の
雪
害
救
助
員
確
保
に
つ

い
て
募
集
し
、
住
宅
の
確
保
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
活
用
等
出
来
な
い
か
。
実
際
に
リ
フ
ォ

ー
ム
等
で
貸
し
出
せ
る
物
件
は
何
件
あ
る
か
。

早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
定
住
、
移
住
一
式
含
め
た
方

法
案
だ
と
考
え
て
い
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

等
も
９
月
ま
で
と
い
う
事
も
あ
る
の
で
、
こ

の
提
案
の
関
係
も
含
め
た
新
た
な
事
業
展
開

が
出
来
る
か
９
月
末
ま
で
に
併
せ
て
特
命
対

策
課
に
研
究
さ
せ
、
新
制
度
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
す
る
。

荒
廃
し
た
農
地
の
再
生

に
向
け
た
農
業
後
継
者

の
育
成
、
冬
期
の
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
ス

キ
ー
場
の
従
業
者
の
確
保
が
非
常
に
困
難
だ

と
い
う
村
の
抱
え
る
悩
み
、
こ
れ
ら
の
移
住

希
望
者
の
働
き
場
所
、
住
宅
探
し
の
要
求
を

上
手
く
組
み
合
わ
せ
る
事
で
移
住
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
移
住
に
結
び
付
け
て
い
け

る
可
能
性
は
高
い
と
感
じ
る
。
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
で
売
買
、
賃
貸
の
希
望
の
あ
っ
た
空

き
家
で
利
用
可
能
な
住
宅
を
紹
介
し
、
仕
事

と
住
居
を
セ
ッ
ト
に
し
た
移
住
・
定
住
促
進

に
今
後
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
る
。

現
在
あ
る
空
き
家
の
う
ち
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で

貸
し
出
せ
る
物
件
は
５
件
ほ
ど
あ
る
。
そ
の

他
は
建
築
年
度
も
古
く
、
大
規
模
改
修
が
必

要
で
あ
る
。

農
業
だ
け
で
な
く
必
要
な

職
種
で
応
募
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。
村
に
住
ん
で
い
る
若
者
が
一
軒
家

に
移
り
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
子
ど
も

が
大
き
く
な
り
一
軒
家
を
建
て
る
の
は
大

変
。
せ
め
て
水
回
り
だ
け
は
直
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
も
あ
る
。
村
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
ど
の
く
ら
い
の
人
が
住
宅
を
必
要
と

し
て
い
る
か
調
査
、対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

29
年
度
は
空
き
家
待
ち
の
状
態
。

村
で
住
宅
を
造
る
と
修
繕
は
全
部

村
に
な
る
。
企
業
が
造
り
、
そ
こ
を
借
り
て

入
る
事
が
出
来
な
い
か
な
ど
産
業
建
設
課
で

も
研
究
し
て
い
る
。
国
、
県
に
も
良
い
事
業

が
な
い
か
提
案
し
、県
の
方
で
探
し
て
い
る
。

村　長

早
急
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン

者
の
仕
事
、住
宅
問
題

に
つ
い
て
。

桑
原
武
幸
議
員

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の

仕
事
、住
宅
問
題
に
つ
い
て
。

質
問

村
長

村
長

桑
原
議
員

特
命
対
策
課
長
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栄村議会活動報告
◎平成29年10月から平成30年３月までの村長並びに議長提出の「議会全員協議会」で議論

された項目内容をお知らせします。

全員協議会（村長提出） 　村長から依頼を受けて議長が招集し、行政上の重要問題等につい
て議会の意見を聞くための協議会です。

開 催 月 内　　　容

平成29年
11月16日

◎栄村社会福祉協議会運営費補助及び指定管理料の増額について
　平成29年４月より通所介護事業、総合事業等を村直営から社会福祉協議会へ業務委託したことに伴い、
栄村社会福祉協議会運営費補助（3,000万円）及び指定管理料（960万円）の増額について勝家住民福祉
課長兼健康支援課長より説明。3,000万円については主に介護報酬等が２か月遅れて収入となるため、
回転資金として必要。31年度には計画的には黒字転換の予定であり、32年度から3,000万円については
順次村に返済したい考え。指定管理料についてもつかみでのスタートのため年度末までの見込を試算し
た額。
―議員各位より―
　事業委託をするという事で、社協へお金を出すことに異議はないが、支出方法について研究検討する
必要があるのではないか。
　出損金等により基本金に積み足して、そこから回転資金にでも何でも使えるようにした方が良いので
はないか。

平成30年
２月20日

◎保育料改定について
　平成30年度から保育料を改定するにあたり、保護者会を29年度において２回開催し、説明してきた旨、
勝家住民福祉課長より説明。第３階層と呼ばれる一番標準的な家庭での料金を6,000円としたい。第２
子についても同様の6,000円、第３子については国の制度と同様に無料。なお、所得により階層が高く
なると保育料も高くなる。
―議員各位より―
　本案については賛同するが、更なる保育士の充実等図られたい。

◎国保制度について
　国民健康保険制度について、平成30年度からは県が財政運営を担い、市町村間で国保の運営を支え合
う制度に変わる。その保険料について検討した旨、勝家住民福祉課長より説明。村では平成20年度から
保険料を据え置いているが、県へ移管となる平成30年度からも当面国保財政調整基金を活用しながら、
保険料は据え置きたい考え。
―議員各位より―
　今後２～３年は動向に注視して保険料については検討していくべき。また、５年先10年先の見通しを
考えてほしい。
―村長より―
　村民の収入が増えないのに保険料の増は考えていない、今後の財政見通しについては県、国保連の力
を借りて職員に研究させる。

◎介護保険料改定について
　平成30年から平成32年度までの第７期介護保険事業計画に基づく介護保険料の額について、今後３年
間の保険料の推計等勘案、近隣市町村等との比較もした上で、村の福祉審議会にも諮り、基準額を現行
の5,200円から5,500円へ300円のアップとしたい旨、勝家健康支援課長より説明。
―議員各位より―
　料金の推計による説明は理解したが、介護保険料を上げないための研究、検討はしたのか。

◎栄村振興公社の経営状況について
　資料により28年度の村から栄村振興公社へ指定管理を行っている雄川閣、のよさの里、トマトの国、
北野天満温泉の４施設の実績数字及び今後５年間の収支見込みについて齋藤商工観光課長及び齋藤観光
センター長より説明。
　28年度決算では指定管理料10,600千円を入れて約10,815千円のマイナスであった。
　29年度から５年間の経営計画についても毎年18,500千円の指定管理料を入れても赤字の見込。
―議員各位より―
　村は28年度末に５千万円の出損金を出しているが、29年度に於いて公社の財政状況の把握がキチンと
されていない。
　公共の宿の安心安全の利点を生かした営業をし、また経営についても現体制の見直しを願いたい。
　村民皆が営業マンという意識で、お客様を呼んできたい。
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全員協議会（議長提出） 議員全員で協議します。基本的に月一回開くことにしています。

開 催 月 内　　　容

平成29年
11月16日

◎栄村観光レクリエーション施設管理運営に関する調査研究特別委員会について
　９月に設置した上記特別委員会の在り方と活動の方法について、提案者である相澤議員より説明。最
初に正副委員長を選任し、その後各施設の運営状況の課題把握や施設等の調査のための着手計画の作成
を行なったらどうか。現議員の任期中に栄村の観光レクリエーション施設の好ましい状況の提案をまと
め、村に報告書を提出したい。
　○委員長に相澤議員、副委員長に松尾議員を推す声あり、全員一致で賛同。
　○今後の取り組みについては、正副委員長に一任する事とした。

◎12月定例会の日程について、12月全員協議会（議長提出）の日程について

12月５日

◎県道長瀬・笹原間災害状況について
　11月28日に上記について地元説明会があり、地元議員他が出席したため、議員間で共通の認識を得る
ため出席議員から報告をいただいた。
　○災害箇所の県道にＨ鋼を打ち、雪崩止めを作る。幅員が狭くなるので片側交互交通とし、信号機を

設置、現時点で50センチ以上の降雪で通行止めとなり、原向経由の迂回路を使う予定。（迂回路の
整備も併せて行う）本格復旧工事は雪消えから。

―議員各位より―
　上記を踏まえて、議会側として早期復旧を長部局に要望する。また、地元説明会はスピード感を持っ
て行ってほしい。

平成30年
１月16日

◎栄村観光施設の診断結果について
　栄村の観光施設（公社指定管理の雄川閣、のよさの里、トマトの国、北野天満温泉、村直営のスキー
場）について長野県中小企業診断協会より事業の診断を実施いただいた。その事業診断結果について全
協での説明を商工観光課長及び観光センター長よりいただいた。（なお、それぞれの施設の営業に関わ
る案件であり、慎重な取り扱いが必要であるため、今回の全協は非公開での開催となった）

２月20日

◎保育園、小学校、中学校の卒園、卒業、入園、入学式について
　基本的に議会議員として来賓としてのご招待であることから全員参加とする。

◎長瀬・笹原間災害について
　12月14日に役場議場に於いて関係地区の区長さんを対象に県の説明会が行われ、正副産業社会常任委
員長が出席し、状況を説明。（災害箇所の積雪はこの時点では基本150センチを超えた場合通行止めを予
定）現地視察も行なう事とする。（２月26日実施）

３月７日

◎４月の全協の日程について
　４月12日㈭とする。

◎東京栄村会ふるさと信州栄村の集い参加について
　議長他５名参加予定。

◎栄村地域包括支援センター運営協議会委員の推薦について
　上倉敏夫氏の再選を全員一致で了承。

◎観光レクリエーション施設の指定管理者について
　議会として長部局へ要望を行なう事となった（理事体制の刷新、指定期間１年間）

３月８日
◎３月定例会島田議員の一般質問に対する村長答弁について
　村長が特定の個人議員に対する考えを述べたのは不適切ではないかとの事。（不適切と思われる発言
に対する撤回を議会として求める事とした）

３月９日
◎３月８日に３月定例会時の島田議員の一般質問に対する村長答弁の撤回について
　正副議長、議会運営委員長で申し入れたが、撤回は出来ないとの事。今後は対個人の事となるため、
議会としても今後関わることは出来ないという事となった。
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志
久
見
・
雪
坪
公
民
館
で
は
、
４
月
22

日
㈰
に
恒
例
の
お
花
見
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
天
気
は
良
か
っ
た
の
で
す

が
、
気
温
27
度
を
超
え
る
夏
日
で
の
「
暑

い
お
花
見
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

雪
坪
・
志
久
見
両
集
落
の
お
年
寄
り
か

ら
子
ど
も
ま
で
約
50
人
が
公
民
館
に
集

い
、
役
員
が
用
意
し
て
く
れ
た
ト
ン
汁
や

こ
ご
み
料
理
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

冷
え
た
ビ
ー
ル
と
地
酒
で
の
ど
を
潤
し
、

カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢
の
歌
を
披
露
し
た
り

と
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
は
、
記
録
的
な
暖
か
さ
で
、

全
国
的
に
桜
の
開
花
が
早
ま
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
花
見
の
頃
に
は
散
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
寒
の

戻
り
な
ど
も
あ
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
良
い
見

頃
に
な
り
ま
し
た
。
桜
の
木
が
新
緑
に
変

わ
る
頃
に
は
、
春
の
農
作
業
も
忙
し
く
な

っ
て
き
ま
す
。

志
久
見
・
雪
坪
公
民
館
長
　
　
　

石

沢
　

正
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民
館
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長
か
っ
た
冬
が
終
わ
り
、
春
の
農
繁
期

前
の
ひ
と
と
き
を
地
域
全
員
で
楽
し
む
機

会
と
し
て
、ず
っ
と
前
か
ら
お
花
見
会
は
、

公
民
館
の
恒
例
行
事
で
し
た
。
15
年
ほ
ど

前
ま
で
は
、
旧
志
久
見
校
区
（
雪
坪
・
志

久
見
・
柳
在
家
・
切
欠
）
合
同
で
、
旧
志

久
見
分
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
４
集
落
の
人
が
一
堂
に
集

う
盛
大
で
賑
や
か
な
お
花
見
で
あ
り
ま
し

た
が
、
移
動
距
離
や
設
営
・
準
備
等
の
大

変
さ
か
ら
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご

と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
時
の
流
れ
と
は

い
え
、
当
時
を
思
え
ば
一
抹
の
寂
し
さ
を

感
じ
ま
す
。

　

志
久
見
・
雪
坪
公
民
館
の
お
花
見
会
も

高
齢
化
等
に
よ
り
年
々
参
加
者
が
減
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
年
に
一
度
位
は
地
域
の

皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
て
、
飲
ん
だ
り
歌

っ
た
り
、
日
ご
ろ
会
え
な
い
人
と
も
語
り

合
え
る
よ
う
な
機
会
は
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
志
久
見
公
民
館
で
は
、

地
域
の
人
が
気
軽
に
集
い
、
楽
し
め
る
よ

う
な
機
会
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

志久見・雪坪公民館のお花見
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こ
ら
っ
せ
通
信

　

春
う
ら
ら
な
季
節
に
冬
の
話
。
栄
村
青

少
年
育
成
協
議
会
で
は
、
３
月
10
日
～
11

日
、
栄
村
自
然
学
校
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
研
修
内
容
は
雪
穴
の
中

で
一
晩
を
過
ご
す
雪
中
泊
。
豪
雪
地
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
体
験
し
よ
う
！
と

始
ま
っ
た
研
修
会
も
今
年
で
２
回
目
。
今

年
は
今
泉
で
開
催
し
、
研
修
会
の
荷
物
や

食
材
を
ソ
リ
に
乗
せ
て
運
ぶ
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
ス
コ
ッ
プ
で
ブ
ロ
ッ
ク

を
切
り
出
す
よ
う
に
雪
を
掘
る
こ
と
を
学

び
、
雪
原
に
食
卓
や
寝
床
を
作
成
。「
つ

ぶ
れ
な
い
か
な
」「
寒
く
な
い
か
な
」
と

い
ろ
い
ろ
な
不
安
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、全
員
が
朝
ま
で
寝
ど
こ
（
あ
な
ぐ
ら
）

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
翌
朝
は
み
ん
な

が
い
い
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
小
学
生
も
交
え
た
し
り
す
べ

り
。
最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
、
冷
え
固
ま

っ
た
雪
上
を
楽
し
そ
う
に
走
り
回
る
子
ど

も
た
ち
。
高
速
し
り
す
べ
り
も
体
感
し
、

雪
が
緩
ん
で
か
ら
は
雪
を
使
っ
て
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
作
り
を
行
い
ま
し
た
。「
買
っ

た
方
が
早
い
よ
～
」
と
言
い
な
が
ら
も
、

で
き
た
ア
イ
ス
は
最
高
に
お
い
し
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

栄
村
と
い
え
ば
豪
雪
地
。
雪
が
あ
る
か

ら
こ
そ
体
験
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の

体
験
が
村
外
へ
出
て
、
い
ろ
ん
な
人
と
交

流
し
た
時
に
活
き
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
冬
は
寒
く
て
震
え
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
豪
雪
地
に
し
か
で
き
な
い

事
が
あ
る
。

　

み
な
さ
ん
は
子
ど
も
の
頃
、
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
か
。
何
年
た
っ
て

も
子
ど
も
の
頃
に
経
験
し
た
、
苦
い
思
い

や
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
の
頃
に

経
験
し
た
こ
と
は
一
生
も
の
で
す
。
ど

の
体
験
が
忘
れ
去
ら
れ
て
、
残
さ
れ
て
い

く
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
栄
村
で
過

ご
し
て
い

る
「
今
」
を

大
切
に
、
子

ど
も
た
ち
と

関
わ
っ
て
い

き
た
い
で
す

ね
。

　

雪
解
け
の
早
か
っ
た
今
年
の
春
。
昨
年

よ
り
桜
が
開
花
す
る
の
も
コ
ゴ
ミ
を
食
べ

る
の
も
１
週
間
か
ら
２
週
間
早
い
よ
う
で

す
。し
か
し
村
で
は
、「
い
っ
く
ら
雪
解
け

が
早
え
っ
た
っ
て
、
地
熱
が
上
が
っ
て
ね

ん
だ
す
け
、
早
く
し
ち
ゃ
な
ん
ね
。
豆
は

大
般
若
が
過
ぎ
る
ま
で
だ
め
だ
っ
て
教
わ

っ
た
ぞ
。」「
ほ
し
ゃ
あ
と
２
回
う
な
わ
れ

ら
ぁ
」と
い
う
会
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

昔
か
ら
自
然
と
向
き
合
い
作
物
を
育
て
て

き
た
知
恵
や
技
は
し
っ
か
り
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
ら
っ
せ
開
館
状
況

　

こ
ら
っ
せ
開
館
か
ら
１
年
８
か
月
が
た

ち
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
は
防
災
関
係
団

体
や
公
民
館
行
事
、
歴
史
調
査
団
体
等
、

団
体
で
来
館
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
村
民
の
み
な
さ
ん
が
懐

か
し
さ
や
先
人
の
技
・
知
恵
の
巧
み
さ
に

触
れ
、
村
外
の
方
が
栄
村
ら
し
さ
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
施
設
と
し
て
創
意
工
夫
に

一
層
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

30
年
度
の
こ
ら
っ
せ
計
画

●
こ
ら
っ
せ
外
周
整
備

　

こ
ら
っ
せ
駐
車
場
上
の
道
を
復
元
し
、

カ
ヤ
や
低
木
で
生
い
茂
っ
た
周
辺
を
整

備
し
ま
す
。

●
開
館
２
周
年
企
画
展

　

８
月
、
企
画
展
と
し
て
玄
関
正
面
の
部

屋
に
特
別
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

※
内
容
は
検
討
中

●
植
物
園
情
報
の
掲
載

　

北
野
の
植
物
園
で
、
今
ど
ん
な
草
花
が

開
花
し
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
来
館
し
た
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

30
年
度
の
公
民
館

　

栄
村
と
い
え
ば
「
自
然
が
豊
か
」
だ
と

感
じ
る
人
が
多
く
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
栄
村
の
92
・
87
％
は
山
林
原
野

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、自
然
の
「
豊
か
さ
」

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
希
少
種
か
ら
見
た

自
然
、
村
民
の
暮
ら
し
か
ら
見
た
自
然
か

ら
、「
豊
か
さ
」
や
環
境
を
保
全
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

公
民
館
報 

奇
数
月
発
行
に

変
更
し
ま
し
た
！

　

平
成
30
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
偶
数
月

に
発
行
し
て
い
た
公
民
館
報
を
奇
数
月

（
５
月
、
７
月
、
９
月
、
11
月
、
１
月
、

３
月
）に
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
平
成
29
年
度
来
館
者
数

 

…
…
…
…
…
…
…
２
，
１
５
４
名

・
オ
ー
プ
ン
以
降 

…
４
，
４
２
０
名

雪
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
!!

栄
村
自
然
学
校
リ
ー
ダ
ー
研
修
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東
京
の
も
の
さ
し
で
生
き
な
い

　
「
東
京
が
一
番
、
金
が
一
番
」
に
合
わ
せ

ず
、
裏
の
も
の
さ
し
を
持
っ
て
、「
幸
福
論
」

を
持
っ
て
生
き
て
い
け
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
う
。
コ
ン
ビ
ニ
の
お
弁
当
は
餌

だ
と
思
う
。
し
か
し
、
里
山
に
あ
る
山
菜
や

野
菜
か
ら
な
る
料
理
は
、
永
久
に
続
い
て
行

く
永・

久・

グ
ル
メ
。
そ
の
こ
と
に
胸
を
張
れ
ば

い
い
。
そ
れ
を
、「
こ
ん
な
山
奥
」
と
自
分

で
自
分
を
馬
鹿
に
す
る
こ
と
は
非
常
に
情
け

な
い
。

　

日
本
で
は
、40
～
50
年
前
く
ら
い
か
ら「
東

京
一
番
、
金
一
番
」
の
時
代
と
な
り
、
努
力

に
努
力
を
重
ね
て
ふ
る
さ
と
を
捨
て
さ
せ
る

教
育
を
家
で
も
学
校
で
も
行
っ
て
き
た
。
私

は
35
年
前
に
社
会
教
育
を
担
当
し
て
以
来
、

子
ど
も
た
ち
が
胸
を
張
っ
て
「
総
領
町
出
身

で
す
」
と
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
注
い

で
き
た
。総
領
町
の
教
育
長
に
就
任
し
た
時
、

東
京
で
企
業
に
歯
車
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
教

育
で
は
な
く
、
地
元
で
命
輝
か
す
教
育
を
し

よ
う
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
奮
闘
し
た
。

さ
ら
に
東
京
で
は
で
き
な
い
事
を
や
ろ
う
！

と
過
疎
を
逆
手
に
と
る
会
を
結
成
し
、「
ア

ン
チ
東
京
！
」
と
、
里
で
し
か
で
き
な
い
村

お
こ
し
に
奮
闘
し
、
里
山
暮
ら
し
を
楽
し
む

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
。

　
「
里
山
」
と
い
う
も
の
は
、
人
間
が
生
き

る
た
め
に
自
然
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
初
め

て
成
り
立
つ
も
の
。
１
９
９
２
年
以
降
里
山

の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
行
政
に
よ
る
里
山
整

備
が
進
ん
だ
が
、
里
山
公
園
は
で
き
て
も
里

山
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
次
第
に

財
政
が
厳
し
く
な
り
里
山
再
生
運
動
は
一
度

停
滞
し
た
。
し
か
し
２
０
１
１
年
の
大
震
災

後
、藻
谷
氏
が
執
筆
し
た
「
里
山
資
本
主
義
」

に
注
目
が
集
ま
り
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
食
の
安
全
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

注
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
実
現
で

き
る
場
と
し
て
里
山
の
暮
ら
し
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　

信
州
大
学
の
名
誉
教
授
で
あ
る
、
今
は
亡

き
玉
井
袈
裟
男
先
生
と
お
会
い
し
た
時
、「
宮

澤
賢
治
は
間
違
っ
て
い
る
。
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

の
詩
の
中
で
、「
寒
さ
の
夏
は
お
ろ
お
ろ
歩

き
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
無
理
し
て
米
を
作

ろ
う
と
す
る
か
ら
で
、
野
菜
や
果
物
は
甘
く

な
る
わ
け
だ
か
ら
ニ
コ
ニ
コ
し
て
も
よ
か
ろ

う
」
と
話
し
て
い
た
。
自
然
に
は
良
い
も
悪

い
も
な
い
。
そ
う
す
る
人
間
が
い
る
だ
け
。

雪
が
降
る
か
ら
ダ
メ
だ
と
い
う
の
か
、
雪
の

お
か
げ
で
良
か
っ
た
と
い
う
の
か
、
そ
れ
を

毒
に
す
る
か
乳
に
す
る
か
は
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
人
の
力
や
取
組
み
し
だ
い
。
多
い
雪
を

ど
う
や
っ
て
活
か
し
て
い
る
か
、
楽
し
ん
で

い
る
か
。
震
災
の
時
食
べ
物
が
な
い
と
困
っ

た
と
こ
ろ
は
村
内
に
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た

か
。
地
震
が
来
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が

出
来
な
け
れ
ば
前
向
き
に
は
生
き
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

女
性
の
も
ち
あ
じ
を
見
直
す

　

夢
を
持
て
！
と
言
い
、
一
流
大
学
、
一
流

企
業
へ
の
就
職
で
評
価
さ
れ
が
ち
な
今
の
世

の
中
。
し
か
し
長
い
目
で
見
れ
ば
、
企
業
の

た
め
、
金
の
た
め
と
働
い
て
も
、
今
の
一
流

企
業
は
１
０
０
年
後
も
あ
る
の
か
。
こ
こ
に

あ
る
も
の
を
使
っ
て
食
べ
物
を
作
る
能
力
は

人
間
が
い
る
限
り
続
く
。
結
婚
し
、
子
ど
も

を
育
む
命
の
リ
レ
ー
は
、
会
社
で
バ
リ
バ
リ

働
く
よ
り
も
社
会
貢
献
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
も
う
一
度
女
性
の
も
ち
あ
じ
、
里
の
も

ち
あ
じ
を
考
え
、
今
ま
で
馬
鹿
に
さ
れ
て
き

た
も
の
、
排
除
さ
れ
て
き
た
も
の
を
見
直
し

た
時
、
か
な
り
い
い
宝
物
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。
特
産
品
と
い
う
も
の
は
逆
境

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。

あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
る
福
祉

　

高
齢
者
こ
そ
生
き
る
名
人
。
高
齢
者
が
多

い
と
よ
く
言
う
が
、
長
生
き
を
す
る
こ
と
は

人
間
が
一
番
求
め
て
い
る
こ
と
。
高
齢
者
は

生
き
る
名
人
で
あ
る
！
そ
う
考
え
、
私
は
地

元
で
名
人
市
を
開
催
し
た
。
年
寄
り
が
年
寄

り
を
馬
鹿
に
し
て
は
い
け
な
い
。

　

一
人
暮
ら
し
、
二
人
暮
ら
し
世
帯
が
作
っ

て
い
る
野
菜
は
自
家
用
な
の
で
ほ
と
ん
ど
肥

料
や
農
薬
を
使
っ
て
い
な
い
。
無
農
薬
野
菜

は
い
ま
や
高
級
食
材
。
し
か
し
食
べ
き
れ
な

い
分
は
捨
て
て
い
る
人
が
多
い
。
そ
の
野
菜

を
市
場
価
格
で
福
祉
施
設
が
買
い
取
り
、
調

理
し
た
も
の
を
施
設
で
出
し
、
調
理
し
き
れ

な
い
も
の
は
加
工
し
て
販
売
。
野
菜
の
回
収

は
障
害
者
と
ス
タ
ッ
フ
に
お
願
い
す
る
。
す

　栄村公民館では、春の訪れを感じさせる３月16日㈮に、
「春まち講演会」を開催しました。講師は「里山資本主義（藻
谷啓介著）」の中で紹介された和田芳治さん（広島県庄原
市）。自身で作曲された歌を交えながら、どういう想いで
まちづくりに取り組んできたのかをお話いただきました。

へ
ビ
は
水
を
飲
ん
で
毒
に
す
る

牛
は
水
を
飲
ん
で
乳
に
す
る

春まち講演会開催

講
演
会

和
田
芳
治
さ
ん
の
お
話

〜過疎を逆手にとって、里山を食いものにしよう〜

和 田 芳 治�氏講師
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る
と
、
畑
は
売
ら
な
い
が
貸
し
て
も
い
い
と

い
う
高
齢
者
が
出
て
き
て
、
畑
を
借
り
て
作

物
を
作
る
。
さ
ら
に
薪
割
り
を
し
て
福
祉
の

暖
房
に
使
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
「
人
の
世

話
に
な
っ
て
い
る
」
と
思
う
福
祉
か
ら
、
あ

り
が
と
う
と
言
わ
れ
る
、「
人
の
役
に
立
っ

て
い
る
」
と
思
え
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
福
祉
施
設
の

職
員
と
し
て
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
迎
え
入
れ
る
こ

と
で
、
食
の
循
環
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
、

空
き
家
の
循
環
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ

う
し
た
福
祉
を
地
元
で
展
開
す
る
こ
と
も
し

て
い
る
。

三
所
懸
命

　

半
農
半
Ｘ
と
い
う
の
が
最
近
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
で
は
子
ど
も
を
養
っ
て
い
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
私
は
「
三
所
懸

命
」
を
謳
っ
て
い
る
。
安
く
て
も
安
定
し
た

収
入
と
時
間
を
得
ら
れ
る
職
業
に
就
き
、
小

農
（
暮
ら
し
の
た
め
の
農
）
を
し
て
、
好
き

な
こ
と
を
す
る
。
そ
の
安
定
し
た
職
業
に
福

祉
関
係
の
仕
事
が
い
い
と
思
う
。

　

昭
和
40
年
頃
の
暮
ら
し
は
コ
ツ
コ
ツ
と
そ

れ
を
苦
に
思
わ
な
い
暮
ら
し
だ
っ
た
が
、
今

は
汗
を
流
す
こ
と
を
嫌
う
欠・

汗・

社
会
だ
と
感

じ
て
い
る
。
宝
く
じ
頼
み
、オ
レ
オ
レ
詐
欺
、

金
を
稼
ぐ
が
相
手
の
顔
は
見
な
い
。し
か
し
、

汗
を
流
す
こ
と
は
楽
し
い
し
、
生
き
物
と
一

緒
に
生
き
る
こ
と
は
ま
さ
に
元
気
に
な
る
。

私
は
「
兼
業
農
家
」
で
は
な
く
、「
健・

業・

農
家
」

と
呼
ん
で
い
る
。

戦
後
数
十
倍
に
な
っ
た
木
材
資
源

　

木
材
資
源
を
持
っ
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど

が
里
山
。
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
、

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
で
毎
日
ご
飯
を
炊
き
、

ド
ラ
ム
缶
で
作
っ
た
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
取
っ

て
い
る
。
そ
の
他
に
も
目
玉
商
品
、
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
ち
ゃ
ん
、な
ど
の
商
品
も
考
案
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
都
会
で
も
行
っ
た
が
、
す
ぐ
に
定
員

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
大
変
人
気
が
あ
っ
た
。

震
災
後
、
防
災
活
動
の
一
環
と
し
て
も
注
目

を
集
め
て
い
る
。

　

今
、
資
源
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
暮
ら
し
に

活
か
す
技
術
を
持
っ
て
い
る
里
山
は
か
な
り

い
け
ま
す
よ
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
場
の
下
請
け
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

工
場
誘
致
、
企
業
誘
致
は
ダ
メ
。
企
業
が
後

進
国
と
比
較
し
て
、
工
場
を
作
る
場
所
を
選

ん
で
い
る
。
宮
崎
県
の
あ
る
自
治
体
は
工
場

誘
致
を
し
て
５
０
０
人
採
用
さ
れ
た
が
、
３

年
後
に
は
２
０
０
人
に
な
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

代
わ
り
に
全
部
や
り
だ
し
た
と
い
う
例
も
あ

る
。

　

日
本
一
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
競
争
で
、
才
能

や
お
金
の
あ
る
人
は
な
れ
る
が
、
す
ぐ
に
も

っ
と
優
れ
た
も
の
が
出
て
き
て
永
遠
の
№
１

で
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
に
は
競
争
が
い
ら
な
い
。
一
度
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
そ
れ
は
永
遠
。

な
い
も
の
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に

あ
る
も
の
を
人
間
の
知
恵
と
技
で
汗
を
流
し

て
宝
に
し
て
い
く
。
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
が

幸
せ
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
る
。

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

金
が
一
番
、
経
済
活
性
化
、
企
業
が
た
く

さ
ん
あ
る
ま
ち
づ
く
り
も
あ
る
と
思
う
が
、

究
極
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
だ
と
考
え
て
い
る
。
笑
顔
で
計

れ
ば
命
の
輝
き
が
見
え
る
。
家
庭
、
学
校
、

地
域
に
笑
顔
が
あ
る
か
。
笑
顔
が
な
け
れ
ば

何
か
が
あ
る
。
あ
な
た
に
笑
顔
が
な
い
か
ら

笑
顔
が
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？
「
鏡
は

先
に
は
笑
わ
な
い
。」
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。

　

笑
顔
は
平
和
の
象
徴
。
震
災
を
乗
り
越
え

た
笑
顔
は
作
り
笑
顔
と
は
全
然
違
う
。
笑
顔

の
底
に
震
災
と
い
う
逆
境
を
乗
り
越
え
た
、

苦
歴
が
あ
る
か
ら
こ
そ
輝
け
る
。
そ
の
笑
顔

は
自
慢
し
て
い
け
る
。

　

人
生
を
楽
し
む
力
、
そ
し
て
人
を
喜
ば
せ

る
力
は
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
に
続
く
基
礎
学

力
だ
と
思
う
。
自
分
が
人
生
を
楽
し
ん
で
、

人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
ろ
ん
な

こ
と
が
う
ま
く
い
く
と
思
う
。

　

今
日
学
ん
だ
こ
と
で
ト
ゲ
が
刺
さ
っ
た
話

が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
挿
し
木
、
接
ぎ
木
だ

と
思
っ
て
そ
こ
か
ら
根
を
生
や
し
て
ほ
し

い
。「
や
ろ
う
!
」
と
い
っ
た
気
に
な
っ
て

す
ぐ
真
似
を
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
行
動
を

起
こ
す
こ
と
。
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と

は
創
意
工
夫
を
し
て
自
分
流
、
地
域
流
に
合

わ
せ
て
み
る
。
そ
う
し
た
時
に
新
し
い
も
の

が
出
て
く
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
と

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
に
な
る
。
素
人
や
普
通
の
人

間
が
い
き
な
り
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
も
の

を
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
マ
ネ
を
す
る
、
や

っ
て
み
る
。
で
き
な
い
理
由
を
探
し
て
い
る

暇
は
な
い
。

　

最
後
に
、
栄
村
が
字
の
よ
う
に
栄
ま
す
よ

う
に
。
こ
の
沢
山
の
雪
は
、
ま
さ
に
石
油
を

買
い
に
行
か
な
く
て
い
い
水
力
、
水
資
源
と

い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
胸
に
秘
め
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
広
げ
て
い
く
。
そ
し
て
６
年

前
に
あ
っ
た
震
災
を
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
し
て
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
ど
う
な
っ
た
か
と

魅
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。�

（
終
わ
り
）

　

せ
っ
か
く
栄
村
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
栄
村
に
あ
る
も
の
を
活
か
し
て

楽
し
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
栄

村
公
民
館
報
で
は
こ
の
講
演
会
を
き
っ
か

け
に
、
栄
村
が
豊
か
に
続
い
て
い
く
こ
と

を
め
ざ
し
て
、「
資
源
を
活
か
す
」
こ
と

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

◦
次
号
は「
食
の
恵
み
に
つ
い
て
」

で
き
な
い
理
由
を

探
し
て
い
る
暇
は
な
い
!

目玉商品のペンダント
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『
千
曲
川
の
改
修
を
目
論
む
こ
と
⑤
』

　
願
書
を
書
い
た
新
津
順
治
郎
は
、
い

ま
の
長
野
市
豊
野
町
の
出
身
で
、
天
保

時
代
に
老
中
水
野
忠
邦
が
進
め
た
印
旛

沼
干
拓
（
い
ん
ば
ぬ
ま
か
ん
た
く
）
事

業
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
そ
こ

で
見
聞
し
た
「
で
い
ろ
」
と
い
う
揚
排

水
具
を
出
身
地
に
伝
え
、
用
水
の
悩
み

を
改
善
す
る
の
に
尽
く
し
た
、
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
長
野
市
丹
波
島

に
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
か
ら
犀

川
沿
岸
の
治
水
工
事
を
進
め
た
順
治
郎

の
功
を
讃
え
、明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

に
建
立
さ
れ
た
石
祠
が
あ
り
ま
す
。

　
順
治
郎
は
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）

に
印
旛
沼
干
拓
事
業
が
始
ま
っ
た
時
は

江
戸
に
い
た
よ
う
で
す
。
幕
府
か
ら
手

伝
普
請
を
命
じ
ら
れ
た
鳥
取
藩
の
御
用

を
請
け
、
い
ま
の
千
葉
市
横
戸
に
あ
っ

た
丁
場
（
工
区
）
に
出
張
し
ま
し
た
。

が
、
こ
こ
は
北
隣
の
庄
内
藩
分
の
丁
場

と
並
ぶ
難
工
事
の
場
所
に
あ
た
り
、
ケ

ド
と
い
う
泥
炭
の
よ
う
な
土
質
と
大
量

の
湧
水
に
悩
ま
さ
れ
た「
化
け
物
丁
場
」

で
し
た
。
湧
水
を
か
き
出
す
た
め
に
多

数
の
水
車
が
使
わ
れ
た
様
子
が
、
当
時

の
記
録
に
描
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
先

述
の
「
で
い
ろ
」
も
活
躍
し
た
の
で
し

ょ
う
。
モ
ッ
コ
で
運
べ
な
い
よ
う
な
ぐ

ず
ぐ
ず
の
ケ
ド
の
た
め
、
計
画
さ
れ
た

上
口
三
十
間
・
深
さ
約
三
丈
の
堀
割
は

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
出
来
ず
、「
化
け

物
丁
場
」
は
人
と
お
金
を
呑
み
尽
く

し
、
水
野
老
中
の
失
脚
と
と
も
に
工
事

は
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ

の
丁
場
で
順
治
郎
は
伊
奈
流
の
古
法

と
い
う
「
掘
り
流
し
」
工
法
を
知
り
、

改
め
て
現
地
を
踏
査
し
て
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
に
幕
府
へ
工
事
再
開
の

意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
彼
の
意

見
書
は
『
印
旛
沼
経
緯
記
』
と
い
う
本

に
載
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
新
津
は

江
戸
の
人
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
頃
は
ま
だ
江
戸
に
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。「
掘
り
流
し
」
工
法
は
、
以
前

に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
川
浚
い
を
し
た

土
を
運
び
出
さ
ず
、
水
の
勢
い
が
増
す

時
に
下
流
に
流
し
て
し
ま
う
と
い
う
も

の
で
、
順
治
郎
は
以
前
の
二
、三
割
の

手
間
で
竣
工
が
叶
う
、
と
考
え
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
後
、
順
治
郎
は
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
に
犀
川
改
修
で
活
躍
し

ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
た
願
書
は
万
延

二
年
（
一
八
六
一
）
に
書
か
れ
ま
し
た
。

差
し
出
し
た
中
野
代
官
所
に
は
「
入
用

金
取
計
始
末
方
」
を
言
い
聞
か
さ
れ
て

取
り
下
げ
ら
れ
、文
久
二
年（
一
八
六
二
）

に
再
願
し
ま
す
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
ず

に
終
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
順
治
郎
が
印
旛
沼
干
拓
で
詰
め
た
丁

場
の
隣
り
、
庄
内
藩
の
丁
場
で
は
国
元

か
ら
動
員
さ
れ
た
り
近
隣
か
ら
傭
わ
れ

た
人
々
が
、
劣
悪
な
環
境
で
大
勢
斃
れ

て
い
ま
し
た
。
彼
は
そ
の
様
子
を
見
聞

き
し
、
さ
ら
に
工
事
が
失
敗
し
た
こ
と

に
忸じ

く

怩じ

た
る
思
い
を
抱
い
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
幕
府
に
願
い
が
届
か
な
か
っ
た

順
治
郎
は
、「
掘
り
流
し
」
工
法
を
故

郷
・
信
州
の
治
水
に
活
か
そ
う
と
情
熱

を
傾
け
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
安
政
五
年

の
意
見
書
を
出
し
た
後
、
安
政
の
大
獄

が
起
き
た
り
咸か

ん

臨り
ん

丸ま
る

が
北
米
に
向
か
っ

て
い
る
頃
に
、
順
治
郎
は
江
戸
か
ら
信

州
に
活
躍
の
場
を
移
し
、
こ
の
願
書
を

書
き
ま
し
た
。
広
瀬
家
が
順
治
郎
の
願

書
の
写
し
を
入
手
し
た
理
由
と
経
緯
は

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
広
瀬

家
で
は
こ
れ
を
突
拍
子
も
な
い
話
と
だ

け
受
け
取
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
当
時
の
栄
村
域
の
人
々
は
、

十
四
、五
年
前
の
善
光
寺
地
震
で
通
船

航
路
の
途
絶
や
土
砂
の
流
入
増
な
ど
千

曲
川
の
変
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
期
待
を
こ
め
て
こ

れ
を
読
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　新
緑
の
季
節
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
す
か
。
し
っ
か
り
雪
の
降
っ

た
後
の
春
は
、
木
の
花
な
ど
の
輝

き
も
一
入
と
思
い
ま
す
。
千
曲
川

改
修
の
話
も
い
よ
い
よ
今
回
で
締

め
括
り
で
す
。

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か

　〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜

　其
の
二
十
六

『
千
曲
川
の
改
修
を
目
論
む
こ
と
⑤
』

地域史料保全有志の会
鈴木努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か

　〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜

　其
の
二
十
六

地域史料保全有志の会
今年も活動します!!
以下日程で古文書（白水）、民具（石
野）、考古（髙橋）の先生方がやって
きます。見たい！聞きたい！一緒に
活動したい！そんな皆さんのお越し
をお待ちしています！

会場は栄村公民館（87‒2100）です。

７月14日㈯～16日㈪
８月９日㈭～13日㈪
９月21日㈮～25日㈫
10月26日㈮～29日㈪
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新着図書の紹介

平成30年度図書事業の紹介

一般図書
　４月に2018本屋大賞が発表されました。栄村
公民館では受賞作品を参考に新着図書を買い揃
えました！その他小説、料理等も各種取り揃え
ています。
※蔵書を事前に確認することもできますので、
栄村公民館図書室（87－3118）までお問い
合わせください。

　子どもにとって、読書（読み聞かせを含む）は本
を介した親子のふれあいの場となり、子どもの想像
力や言葉の力を養います。また、知識や教養を身に
つける重要な契機となります。平成29年に栄村子ど
も読書活動推進計画（栄村教育委員会公布）を策定
したことを受けて、各種事業に取り組んでいきます。

○ブックスタート事業
•お誕生（４か月）　絵本を介した親子のふれあいを
•ご入園（３歳児）　赤ちゃん絵本からお話の絵本へ
•ご入学（６歳児）　長いお話に親しむきっかけづくり
○北信保育園への移動図書及び良書絵本の常設
•毎週水曜日の保育園移動図書実施
•読み継がれてきた「良い本」を年齢に合わせて常設
○ブックリストの作成
•未就学児を対象としたブックリストを作成し、家
庭へ向けて年齢に合わせた絵本を紹介
○家庭、地域、保育園・学校が連携した読書環境の
整備・充実

図書室だより
平成30年度図書事業の紹介

図書室前新着図書コーナー

図書室内新着絵本コーナー

　栄村に図書館はありませんが、図書室として役場２階
の一角に、栄村公民館図書室があります。自由に出入り
できますので、お気軽にご利用ください。図書室にお求
めの本がなくても、県立図書館から取り寄せることもで
きます。
開館日　平日：午前８時30分～午後５時
　　　　土日：午前９時～正午
休館日　祝日及び祝日のかかる土日（連休）
※土日は図書ボランティアのご協力で開館しています。

栄村公民館図書室の開館 子ども読書活動の推進

　冬支度を終えた11月より３月までの冬期間、村内各集
落を巡回する移動図書を実施します。昨年度は、述べ
147名の方にご利用いただきました（貸出冊数481冊）。

村内移動図書の実施

　子どもから大人までが本に親しむためのきっかけづく
りとして、12月上旬に村民読書旬間を実施します。

村民読書旬間の実施

　本が好きな方、ゆっくり本を読む時間がほしい
と思う方。

当番は月１回程度です。興味関心のある方は、
栄村公民館

図書室（87－3118）までお問い合わせくださ
い。

図書ボランティア募集中

絵本もたくさん!!
　他市町村のブックリストや図書研修の資料を参考
に、「良書」と言われている絵本を取り揃えました。
　お子様連れ大歓迎！気兼ねなくご利用ください。
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年輪は風雪に耐えて積み重ねた歴史であり銘木の条件でもある。
激動の明治・大正・昭和そして平成を生きてきざみ込まれた人
生の年輪は磨かれた銘木のごとく輝く。

①人生を振り返ってみて…　②今思うこと・言いたいこと

①
戦
争
が
終
わ
っ
て
3
年
後
の
20
歳
の
時
に
雪
坪
に
嫁
い
だ
。
夫
の
両

親
は
体
が
弱
く
、
夫
は
勤
め
だ
っ
た
た
め
、
嫁
い
で
か
ら
は
作
大
将

と
し
て
奮
闘
し
た
。
親
が
丈
夫
に
産
ん
で
く
れ
た
お
か
げ
で
、
百
姓

を
し
な
が
ら
家
族
の
看
病
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
息
子
に
旅
行
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
積

み
立
て
を
し
て
友
達
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
旅
行
に
行
っ

た
。
今
は
そ
の
友
達
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
会
え
る
の
が
楽
し
み
。

②
人
生
は
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
し
、悪
い
事
ば
か
り
で
も
な
い
。

80
歳
ま
で
な
ん
で
も
で
き
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
目
が
悪
く
な
っ
て
き

た
こ
と
が
せ
つ
な
い
。
目
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が

た
い
事
。

①
小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
戦
争
が
始
ま
っ
て
、
高
等
学
校
で
終
戦
に
な

り
新
制
中
学
校
3
年
制
に
な
っ
た
。
し
か
し
父
親
が
戦
死
し
、
兄
弟

が
6
人
い
た
た
め
、
中
学
校
へ
は
行
か
ず
に
長
瀬
の
日
本
発
送
電
に

就
職
。1
年
後
会
社
が
中
部
電
力
に
な
る
際
に
試
験
を
受
け
て
合
格
。

定
年
ま
で
勤
め
た
。
名
古
屋
の
伊
勢
湾
台
風
の
災
害
復
旧
支
援
に
派

遣
さ
れ
、
寝
る
間
も
な
く
変
電
所
の
復
旧
作
業
を
行
な
っ
た
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。
小
さ
い
時
は
体
が
弱
か
っ
た
が
、
結
婚
を
し
て
子

ど
も
が
生
ま
れ
、
今
も
夫
婦
2
人
で
い
ら
れ
る
事
が
幸
せ
。

②
人
生
長
す
ぎ
て
ユ
ー
モ
ア
が
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
。
人
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
。

①
昭
和
26
年
、
旧
堺
村
の
公
民
館
主
事
と
し
て
2
年
間
栄
村
役
場
に
勤

め
た
。
そ
の
頃
は
戦
後
間
も
な
か
っ
た
た
め
、
民
主
主
義
に
つ
い
て

勉
強
を
し
て
、
青
年
会
や
婦
人
会
を
は
じ
め
、
各
地
区
で
民
主
主
義

と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
い
う
話
し
を
し
な
が
ら
盆
踊
り
や
ス

ク
エ
ア
ダ
ン
ス
、
映
画
会
、
冬
は
お
茶
飲
み
会
を
開
催
し
た
。
栄
村

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
公
民
館
主
事
を
務
め
て
よ
か
っ
た
。

そ
の
後
は
新
潟
県
教
員
と
し
て
勤
め
た
。

②
少
子
化
対
策
と
し
て
、
ど
う
し
た
ら
人
が
定
住
す
る
か
。
仕
事
を
求

め
て
村
外
へ
出
れ
ば
、
結
局
そ
の
地
が
生
活
の
拠
点
に
な
る
。
希
望

と
し
て
、
若
い
人
が
栄
村
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
将
来
の
見
通
し
が

立
つ
よ
う
な
経
済
政
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

森川マチ（90歳）雪坪

昭和～平成までの
　ＡＬＬ仮面ライダーが大好き!

美
み

吹
ぶ き

くん（５歳）

年輪 151

ママに優しく、パパには少し厳しい男の子です♩
美吹のおかげで家の中が明るくなります。

久保田 恭平さん・歩希さん宅（箕作）

廣瀬全利（85歳）志久見 石塚光雄（89歳）志久見

おおき
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平成30年度
村民参加事業の紹介

今月の一句 ～栄村俳句会～

　
風
薫
る
５
月
に
な
り
、
畑
仕
事

も
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
は
天
候

不
順
で
大
変
な
年
で
し
た
が
、
今

年
は
豊
作
の
秋
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
を
祈
り
た
い
で
す
ね
。
今
号
で

は
３
月
の
和
田
芳
治
さ
ん
の
講
演

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
次
号
か
ら

も
循
環
型
社
会
に
関
す
る
話
題
を

取
り
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。
乞

う
ご
期
待
で
す
。 

好

　３月に下高井農林高校を卒業し、４月から大原
簿記情報ビジネス医療専門学校で医療事務を学ん
でいます。高校では弁論大会、フラワーアレンジ
メント全国大会出場や、免許取得などと自分の為
になり、とても良い経験ができました。専門学校
に入学して２週間が経ちました。今は電卓検定や
医療秘書検定などの検定合格に向けて勉強してい
ます。今までにない勉強量、新しい環境は不安ば
かりで大変な日々ですが、たくさんの人に感謝し、
今までの経験を生かして２年後の就職に向けて頑
張っていきたいです！ 滝澤小遥（18歳）森

　人権というと同和教育と思われがちですが、実は
身近にあるものです。人権は憲法や法律等でまもら
れる権利ですが、「自由及び権利は、不断の努力に
よってこれを保持しなければならない。又、国民は、
これを濫用してはならないのであって、常に公共
の福祉のためにこれを利用する責任を負ふ」と責任
とその濫用の禁止について憲法12条に謳われていま
す。自分はもちろん、家族、地域みんなが楽しく・
気持ちよく暮らせるように、「私」に何ができるの
でしょうか。一人ひとりの意識が家庭や地域をつく
ります。みなさんで気持ちよく過ごせる村について、
一緒に考えていきましょう。

今月の一句 ～栄村俳句会～人権ミニ講座①

主催事業を紹介します。大勢のご参加を
お待ちしております。

○７月８日㈰
第12回栄村駅伝大会　
　北野重機車庫～横倉農村広場
○８月15日㈬
栄村成人式
会場：栄村文化会館
○９月１日㈯
栄村マレットゴルフ大会
会場：横倉農村広場
○10月21日㈰
第40回栄村総合文化祭
会場：栄村文化会館
○２月３日㈰
栄村スキー大会
会場：さかえ倶楽部スキー場

水
辺
か
ら
木
々
の
間
に
間
を
囀

さ
え
ず

り
て 

杉
浦
恵
子

奥
信
濃
初
音
か
す
か
に
川
向
こ
う 

柳

　静
江

孫
生
ま
る
窓
辺
に
赤
き
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

馬
場
澤
子

鳶
の
羽
あ
お
ら
れ
て
ゆ
く
春
嵐 

関
谷
貞
子

花
吹
雪
赤
い
頭
巾
の
六
地
蔵 

齋
藤
は
る
子

背
中
か
ら
春
の
ぬ
く
も
り
包
み
こ
む 

福
原
勇
一

笑
い
合
い
何
を
語
る
か
卒
業
子 

山
田
セ
キ

囲
い
と
く
植
木
背
伸
び
し
土
香
る 

山
田
政
治

編
集
後
記
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